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※�お誕生、お悔やみは、10/1～10/31に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望
された方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される
方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

11 月 12 日
に 摩 周 観 光
文化センター
で行われた認
定こども園ま
しゅうの発表
会でのひとコマ。この日のために練習し
たきた園児たちが元気に発表しました。
会場の保護者からもたくさんの拍手が贈
られていました。 　　（関連記事 2₉ ページ）

今月の表紙
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協力隊通信協力隊通信
第88号
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Instagram（インスタグラム）
#teshikagram
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ワークショップを開催！ 空き家買わせてください
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橋 志
ゆきのり

学

大自然を活かしたサービスを
　９月にＳＤＧｓワークショップを
開催しました。町民の方が対象だっ
たため、お互いに面識のある方たち
がたくさん参加されていましたが、
グループになって話をすることで、
普段の会話だけではわからなかっ
た新しい側面や、関わり方が見える
きっかけになっていたように感じま
した。
　今回のイベントは、自分で企画・実
行した初めてのもので、とても良い
経験となりました。今回の成果・課題
として得られたものを今後の活動の
糧として活用していきます！

　着任して２年が経過しました！
気付けば弟子屈町公式チャンネル
も登録者数4,000人間近！間違いな
く日本一の自治体運営チャンネル
だと思います。これからも多くの町
民の皆さんに見ていただけるよう
努力していきます！
　町内に空き家をお持ちで、今後の
処分に関しお困りの方がいました
ら、買取を前提に見学させていただ
きたいです！解体費用でお困りの
方、家の中にある家具家電の処分で
お困りの方。川上（₀₈₀︲₁₆₆₆︲₆₃₈₇）
までご連絡をお待ちしています。

　今年は新しい挑戦として、町の大
自然を利用した「GIFT」というロケー
ションフォトサービスを行いました。
ウエディング５組、七五三１組ご利用
いただき、「普段なかなか写真を撮る
機会がないからうれしい」という言葉
を頂き僕もうれ
しかったです。
　家族写真など
の撮影も行いま
すので、ぜひご相
談ください。
　皆さん良いお
年を！

町内でのウエディングフォト



　町の発展と町民の皆さんの幸せのために、長年にわたりご尽力をいただいた方々の功績をたたえる、

令和４年度弟子屈町表彰式が11月３日、町社会老人福祉センターで開催されました。

この表彰は、町の行政・経済・産業・文化などの各分野にわたって、町の振興と発展に寄与された方々に表

彰状・記念品などを贈呈し、その功績をたたえるもので、今年で39回目。

これまでに２千581人と20団体が受賞しています。

今年度は、産業功労を１団体、在住功労を58人が受賞。

式では、德永町長から一人ひとりに表彰状が手渡されました。受賞者の皆さんを紹介します。（敬称略）
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長年の功績に感謝

受賞者の皆さん　

受賞者代表からのあいさつ　 町長あいさつ　
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在住功労

現に50年以上本町に在住し、年齢77歳を超え、長年にわたり福祉向上

や産業の振興に努められたとともに、地域発展のために貢献した方

（50音順）

社会功労 本町産業の発展に顕著な功労のあった方

町長から一人ひとりに表彰状を贈呈　
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扇
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子
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◆
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代

◆
小
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佐
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◆
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　信

　子
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◆
鈴
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　好
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◆
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◆
瀬
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加
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◆
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◆
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◆
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◆
土
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　佐

◆
冨
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シ
エ

◆
長

　島
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　子

◆
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◆
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◆
松

　岡

　カ
ツ
コ

◆
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松
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　佳

◆
松
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◆
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　浦

　光

　生

◆
三
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　勇

　吾

◆
三

　井
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　枝

◆
宗

　像
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◆
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◆
森

　田

　昌

　孝

◆
山

　下
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　子

◆
故

河

上

　康

子
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年末年始閉庁・休館のお知らせ

問い合わせ先／役場総務課☎４８２‐２９１２（課直通）

　冬期間は渡り鳥のシーズンです。毎年、日本各地で鳥インフルエンザが

話題になりますが、当町へも多くの渡り鳥がやってきます。

　死亡した野鳥を見つけたり、調子の悪そうな鳥を見かけた場合は決して

触らないでください。様子のおかしい鳥、鳥の大量死などを見かけたときは問い合わせ先までご連絡ください。

　鳥インフルエンザが広まると家きん農家（鳥を飼育している農家）が大ダメージを受け、最悪の場合は飼っ

ている鳥をすべて処分しなければなりません。町民の皆さんで野鳥へ近づかないこと、触らないことなどの感

染予防を行い、ウイルスの拡散を防ぎましょう。

問い合わせ先／役場農林課林務係　☎４８２‐２９３６（課直通）

鳥インフルエンザの侵入を
予防しましょう！

年末年始は、役場庁舎をはじめとする施設などが、下記のとおり閉庁・休館となります。

今年度から変更している施設もありますので、ご利用の方はご注意ください。

詳しくは、お問い合わせください。

衛役場庁舎・支所　　　   12月29日㈭～１月３日㈫

衛塵芥（じんかい）処理施設など
　美留和廃棄物処理場　　　12月31日㈯～１月２日㈪
　家庭ごみ収集　　　　　　12月31日㈯～１月２日㈪
　原野産業廃棄物処理場　　12月29日㈭～１月３日㈫

衛体育施設
　川湯屋内温水プール　　　12月28日㈬～１月３日㈫
　シルバースポーツハウス　12月30日㈮～１月５日㈭
　町営スピードスケート場 12月31日㈯～１月５日㈭
　修武館　　　　　 　　　 12月28日㈬～１月３日㈫

衛入浴施設など
　泉の湯　　　　　　　　　１月１日㈰～１月３日㈫

（12月31日㈯は17時まで）　　

衛文化施設
　公民館　　　　　           12月28日㈬～１月３日㈫
　図書館　　　　　           12月28日㈬～１月３日㈫

衛福祉施設
　社会老人福祉センター　　12月29日㈭～１月５日㈭
　　　　　　　　　　     浴場（ 12月30日㈮・１月３日㈫は、
                                               ９時～17時まで開館）

　川湯福祉の湯　　　　　　12月29日㈭～１月６日㈮
　　　　　　　　　　         （ 12月31日㈯・１月４日㈬は、
                                               ９時～17時まで開館）

　認定こども園ましゅう   12月29日㈭～１月５日㈭
   川湯保育園　　　　　　 12月29日㈭～１月３日㈫
　こども発達支援センター　12月29日㈭～１月３日㈫
　子育て支援センター　　　12月29日㈭～１月３日㈫

放課後児童クラブ　　　 12月29日㈭～１月３日㈫
　デイサービスセンター　　12月31日㈯～１月５日㈭

衛観光施設
大鵬相撲記念館　　　　　無休で通常業務を行います

　道の駅摩周温泉　　　　　12月30日㈮、31日㈯・
　　　　　　　　　　　　　１月２日㈪、３日㈫

（１月１日㈰は特別営業を予定
しています）

　ＪＲ摩周駅観光案内所　　無休で通常業務を行います
　９〇○草原　　　　　　　冬季閉鎖中

衛その他の施設
　摩周観光文化センター　　12月30日㈮～１月５日㈭
　川湯農村センター  　　　 12月29日㈭～１月５日㈭
　屈斜路研修センター　　　１月１日㈰～１月３日㈫

弟子屈斎場　　　　　　　無休
　　　　　　　　　　　　 　　（ 使用する場合は、役場当直者

へご連絡ください）

　奥春別交流センター　　　12月29日㈭～１月５日㈭
　川湯ふるさと館　　　　　12月30日㈮～１月５日㈭
　　　　　　　　（ 上記期間中、施設内の観光案内所について

は９時～17時まで通常業務を行います）

林業多目的センター　　　12月29日㈭～１月３日㈫
　　　　　　　　　　（ 上記期間以外は、事前申し込みにより

随時開館しています）
町立川湯歯科診療所　　　12月28日㈬～１月４日㈬
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　生活に身近な福祉や教育、道路整備などの行政サービスは、皆さんが納めている税金が支えています。町税
を滞納することは、納期内に納付している多くの方との公平性を欠くことになります。
　町では「滞納のないまち」を合言葉に、納期限を過ぎても未納が続く滞納者に対し、法律に基づいた財産調
査や差し押さえなどの滞納処分を行い、さらなる徴収強化に取り組みます。
　税だけでなく、各種保険料や使用料などに納め忘れがないか、もう一度確認してください。

▶「滞納のないまち」をめざして
　納期限までに納付していない方には、督促状や催告書の送付などで
自主的な納付を促しています。それでも理由なく滞納する方には、財
産調査を実施した上で差し押さえなどの滞納処分を実施しています。
　右表のとおり、多くの方は納期内に納付をしています。町では、滞
納者が納期内納税者となるまで何度でも差し押さえを行います。
　納税は義務です。滞納は決して許される行為ではありません。

▶納付が困難な方は必ずご相談ください
　やむを得ない事情により一時的に納付が困難な方や、まとめて納付ができない方には計画的な納付ができる
よう相談も受け付けています。滞納を放置することはしないでください。

税目 収納率

町・道民税 99.2％

固定資産税 97.9％

軽自動車税 99.6％

国民健康保険税 96.9％

₁₀月末現在の主な税目の収納率
（納期限到来分）

町税や保険料・水道料・住宅使用料などの各種使用料の納付はお済みですか？

12月は町税等完納強調月間です

日時／₁₂月₁₈日㈰₁₀時～正午（受付９時₃₀分）
場所／町公民館２階　講堂　　　対象・定員／町民の方₃₀人程度
内容／講演　第1部 在宅医療とはなに？
　　　　　　～釧路協立病院の取り組みから～
　　　登壇者　釧路市道東勤医協釧路協立病院副院長　石川晶先生 
　　　　　　第2部 弟子屈町における在宅医療の取り組みと現状
　　　　　　～摩周厚生病院と川湯の森病院、それぞれの立場から～
　　　登壇者　弟子屈町ＪＡ北海道厚生連摩周厚生病院副院長　岩永啓志先生
　　　　　　　弟子屈町医療法人共生会川湯の森病院院長　武井みずほ先生
　　　　　　　※武井先生はｗｅｂ講演
　　　　　　第３部　医療と介護サービスが連携したかかわり
　　　　　　～自宅で看取りの支援を受けられた本人、家族のおもい～
　　登壇者　標茶町標茶地域訪問看護ステーション所長　小林岐由子看護師

在宅医療・介護連携講演会の参加者募集中

申し込み・問い合わせ先／弟子屈町地域包括支援センター（役場福祉課内）☎４８2︲2921
新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により中止とする場合があります。

　町では、自身の生活に医療や介護サービスが必要となる「もしもの時」のために備え、参考としていた
だくことを目的に、講演会を開催します。

自分らしく、生きるために ～在宅医療・介護連携によるサポートの現状～
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町道除雪についての問い合わせ先／役場建設課☎４８２‐２９４１（課直通）
国道除雪についての問い合わせ先／釧路開発建設部弟子屈道路事務所☎４８２‐２３２７
道道除雪についての問い合わせ先／釧路建設管理部弟子屈出張所☎４８２‐２１４７

高齢者 ・ 障がい者世帯などの皆さんへ

　弟子屈町社会福祉協議会では、お住まいの家屋の屋根の雪下ろしが困難な高齢者の方などの世帯を対象に、雪下ろ
しを登録事業者へ委託した場合の費用の一部を補助します。

▼対象世帯
盈高齢者世帯／おおむね70歳以上の方のみで構成されている世帯（年齢は令和４年４月１日現在）
盈障がいのある方のみの世帯／身体障害者手帳１級、２級、３級（肢体不自由）の世帯
盈その他／その他、町社会福祉協議会が上記に準ずると認めた世帯
※�雪下ろし費用の補助の対象となるのは、落雪などにより明らかに自己または近隣住宅などの損壊の恐れがある
場合や、同じく通行者へ被害が及ぶ恐れがある場合に限られますので、ご注意ください。

▼対象経費／屋根の雪下ろしにかかる費用

▼補助額／かかった費用の２分の１の額で１回あたり１万円を上限

▼補助回数／年度内３回まで（令和５年３月31日まで）

▼対象となる事業者／町社会福祉協議会に登録された事業者

▼手続き方法
　①雪下ろしが必要になった時点で、町社会福祉協議会へ交付申請書を提出します。
　②申請書に基づき町社会福祉協議会で審査後、補助の可否を決定し、申請者へ連絡します。
　③申請者の方は決定の連絡を受けた後、町社会福祉協議会に登録された事業者へ作業を依頼してください。
　④�雪下ろし完了後、速やかに実績報告書（作業前後の写真、支払った領収書の写し添付）を町社会福祉協議会へ提出
してください。審査の上、決定者の方へ補助金を交付します。

❏申し込み・問い合わせ先／弟子屈町社会福祉協議会☎４８２‐１０５４（土・日曜日、祝日を除く）

ご注意ください。

　①雪下ろしが必要になった時点で、町社会福祉協議会へ交付申請書を提出します。
　②申請書に基づき町社会福祉協議会で審査後、補助の可否を決定し、申請者へ連絡します。

屋根屋根屋根ののの雪下雪下雪下ろしろしろし費用費用費用ををを補助補助補助しますしますします

❑路上駐車は除雪の障害
　除雪作業で最も障害になるのが、路上での駐車です。路
上に放置された車のために、除雪車が通れなかったり、除
雪作業ができなかったりすることがあります。

❑歩道などに物を置かない
　歩道や路肩に、陳列品や旗立て用のコンクリート、木材
などを置いておくと、吹きだまりの原因になったり、除雪
の障害にもなったりします。あらかじめ、道路から離れた
場所に移動させてください。

❑除雪車には気をつけて
　除雪車の運転技術者は、安全第一で細心の注意を払って
いますが、作業稼動時はたいへん危険です。
　特に子どもの行動には目を配り、除雪車に近づけないよ
うにしてください。

❑玄関前の雪は皆さんで
　除雪車が通った後に残される、玄関前などの雪の山。後
始末を考えると、誰もが憂うつになってしまいます。
　除雪車の機能や、広い地域を迅速に回らなければならな
い作業の性格から、どうしても雪を残してしまいます。
たいへんご苦労をおかけしますが、各家庭や事業所で除

雪してください。

❑道路に雪を捨てないで
除雪したばかりの道路に雪を捨てるといった光景を、毎年
多く見かけます。この雪が凹凸を作り、交通事故を誘発する
原因にもなりかねません。道路に雪を捨てないでください。

❑消防水利に雪を捨てないで
「消防水利」と明示されたポールがある場所は、災害など緊
急時の通り道になりますので、雪を捨てないでください。

　今年もまた降雪シーズンを迎え、厳しい冬に突入です。　今年もまた降雪シーズンを迎え、厳しい冬に突入です。
町では、皆さんの生活や生産活動を支えるために除雪作業を行いますが、皆さんのご協力を得て除雪作業を

スムーズに進めることがスムーズに進めることが、経費抑制の上でも必要不可欠となってきますので、ご理解とご協力をお願いします。

　除雪作業の出動は、降雪量がおおむね10㎝以上、または地吹雪、吹きだまり
で交通に支障があると判断されたときに、主要幹線および通学路、集乳路線を
優先的に行います。
　「吹雪、暴風雪警報発令中、および夜間」の除雪は、原則として行いません。

除雪作業にご理解とご協力を
お願いします
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申込・問い合わせ先／役場観光商工課観光振興係☎４８６‐７７３１（係直通）FAX ４８２‐１８７７

「葡萄色の旦【木樽熟成】」の
一般販売開始します

え　 び いろ よあけ

問い合わせ先／弟子屈町ブドウ・ブドウ酒研究会事務局（役場農林課農政係）☎４８２－２９３６（課直通）

　₂₀₂₁年産の弟子屈町産ブドウ₁₀₀％の赤ワイン「葡
え

萄
び

色
いろ

の旦
よあけ

」を₁₀月３日に一般発売し、たいへんご好

評を頂きました。引き続き12月15日㈭からは、木製樽
たる

で熟成させた「葡萄色の旦【木樽熟成】」を一般販

売します。

　このワインは、山ぶどうの持つ個性的で力強い酸味とフレッシュな味わ

いで、野趣あふれる果実味が特徴です。木製樽で８カ月間熟成したことに

より、マイルドで香り豊かに仕上がっています。ぜひご賞味ください。

　弟子屈町観光振興計画のスローガンでもある「行きたいまちへ、生き
たいまちへ。」と題し、てしかが観光塾を₁₁月５日～６日の２日間、川
湯ふるさと館で開催しました。

　同塾は、てしかがえこまち推進協議会が主催するセミナーで、「観光を担う人材を育成する」ことを目的に
毎年本町で開催しており、今年で₁₅回目。今年も、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として現地参加を
₂₀人に限定しましたが、全国各地から₁₉人の塾生が参加したほか、
オンラインでの配信では、₁₂人が参加しました。
　国土交通省認定観光カリスマで本塾の副塾長である山田桂一郎さ
んや、国内外で地域振興や人口問題などに関し精力的に活動してい
る㈱日本総合研究所調査部主席研究員の藻谷浩介さんなど、持続可
能な観光の地域づくりに関して多くの実績を持つ方々を講師に迎え
講座を実施し、参加した塾生は熱心に耳を傾けていました。

弟子屈町
観光振興計画

第８回

◀
山
田
副
塾
長
に
よ
る
講
演

てしかが観光塾を開催!

販 売 日／₁₂月₁₅日㈭
一般販売店舗／Ａコープてしかが、角藤商店、西沢商店、
　　　　　　　ビックリッキー弟子屈店、右近商店、
　　　　　　　ライフショップ万代、フレンドリーショップきたさん、
　　　　　　　摩周湖レストハウス、硫黄山レストハウス、
　　　　　　　道の駅摩周温泉　　　（順不同）
価 格／₃，₃₅₀円(税込）
容 量／₇₂₀㎖

　観光振興計画に関するアンケートを実施します！
　町では、観光振興計画に関するアンケートを町公式LINE（ライン）にて実施します。町公式LINEをお友
達登録している方に送信されますので、ご協力をお願いします。
　LINEを利用していない方を対象に、町役場と道の駅摩周温泉でも同様のアンケートを行います。
　・実施時期／₁₂月₁₂日㈪～₂₃日㈮　　・実施方法／町公式LINEにて配信
　回答者へは、道の駅摩周温泉で使える₃₀₀円クーポンを抽選でプレゼントします。

LINE@
QRコード
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「町民アンケート」
　
町
で
は
「
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」(

平

成
24
年
度
～
令
和
３
年
度)

の
進
捗
状
況
を
評

価
す
る
行
政
評
価
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
成

果
指
標
と
す
る
た
め
に
、
毎
年
度
「
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
６
月

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た「
行

政
評
価
」の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
的
／�

広
聴
活
動
の
一
環
お
よ
び
総
合
計
画

の
達
成
度
を
測
る
指
標
の
現
状
を
調

査
す
る

対
象
／�
�20
歳
以
上
の
町
民
名
簿
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
１
０
０
０
人

期
間
／�

５
月
31
日
発
送
、
回
答
期
限
を
６
月

20
日
に
設
定

回
答
率
／
33
・
３
％

実

施

内

容

評

価

方

法

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
設
問（
問
８
、
問
12
）に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
大
変
満
足

「
５
」、
満
足
「
４
」、
ふ
つ
う「
３
」、
あ
ま
り

満
足
で
な
い「
２
」、
満
足
で
な
い「
１
」の
い

ず
れ
か
に
○
印
を
つ
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

集
計
・
点
数
化
し
ま
し
た
。

　
大
変
満
足
「
１
０
０
点
」、
満
足
「
75
点
」、
ふ

つ
う
「
50
点
」、
あ
ま
り
満
足
で
な
い「
25
点
」、

満
足
で
な
い「
０
点
」と
し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
由
記
載
欄
に
は
自
由
に
意
見
を

書
い
て
い
た
だ
き
、
１
６
１
件
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

○�

観
光
客
用
の
有
料
ゴ
ミ
袋
の
販
売
・
回
収

を
行
っ
た
ら
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
も
減
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

環
境 回

答

結

果

問
８
　�

弟
子
屈
町
の
生
活
環
境
や
ま

ち
づ
く
り
、
町
政
に
つ
い
て

の
満
足
度
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

問
12
　�

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
自

由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。（
自

由
記
載
）

※�

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設
問

　（
問
８
、
問
12
）
の
回
答
の
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水 と 森 と 人 が 共 に 輝 き、 活 力 あ ふ れ る 自 立 し た ま ち

第５次弟子屈町総合計画

行政評価

結 果

（
１
）�

摩
周
湖
、
屈
斜
路
湖
、
釧
路

川
な
ど
の
自
然
環
境
保
護

（
３
）�

緑
化
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な

ど
の
推
進

（
２
）�

自
然
環
境
と
調
和
す
る
町
並

み
景
観
の
整
備

6253 44

6254 45

０

設
問

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）
点
差

5148 37

（
７
）�

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
C
O
2
を
削

減
す
る
環
境
保
全
の
推
進
と
啓
蒙

46

46

０

45
策
定
時（
点
）

（
６
）�
ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

57

60

54

-3

（
４
）�

自
然
開
発
に
お
け
る
ル
ー
ル

づ
く
り
の
推
進

47

47

42

０

（
５
）�

省
資
源
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

の
推
進

48

42

+2

46

-1 -1
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（
８
）�

地
域
の
特
産
品
、
お
土
産
な
ど

の
開
発

42

43

43

43

42

41

32

34

27

28

37

38

43

43

（
14
）�

地
元
農
産
物
の
販
売
環
境

（
13
）�

既
存
企
業
の
育
成
・
振
興

（
12
）
若
者
が
働
け
る
職
場
づ
く
り

（
11
）�

通
年
雇
用
型
の
企
業
の
誘
致

（
10
）�

地
場
性
の
高
い
新
作
物
や
加
工

品
の
研
究
開
発

（
９
）�

地
場
資
源
な
ど
の
活
用
に
よ
る

企
業
の
支
援

33

34

31

33

38

38

33

32

46

47

35

34

（
20
）�

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
魅
力
あ

る
宿
泊
施
設
づ
く
り

（
19
）�

カ
ヌ
ー
や
釣
り
、
農
業
体
験
な

ど
の
体
験
型
観
光
の
推
進

（
18
）�

温
泉
保
養
や
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し

た
宿
泊
や
滞
在
型
観
光
の
推
進

（
17
）�

町
民
と
連
携
し
た
地
産
地
消
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
推
進

（
16
）�

買
い
物
に
来
や
す
い
商
店
街
の

環
境
づ
く
り

（
15
）�

地
域
密
着
型
の
安
心
で
き
る
商

店
の
育
成

産
業
活
性
化

暮
ら
し

3235353229314331

46

48

（
26
）�

自
立
支
援
や
在
宅
援
護
な
ど
障

が
い
者（
児
）福
祉
制
度
の
充
実

48

50

（
25
）�

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
・
生

き
が
い
づ
く
り

53

55

47

47

48

（
23
）
医
療
費
助
成
の
充
実

4045 44

○�

通
年
雇
用
型
の
企
業
を
誘
致
し
て
ほ
し

い
。

○�

川
湯
市
街
地
の
活
性
化
を
も
っ
と
促
し
て

ほ
し
い
。
地
元
で
も
っ
と
買
い
物
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

○�

町
内
で
生
産
し
て
い
る
野
菜
な
ど
を
安
価

で
購
入
で
き
る
場
が
ほ
し
い
で
す
。
地
産

地
消
を
推
進
す
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

設
問

点
差
策
定
時（
点
）

昨
年
度（
点
）

満
足
度（
点
）

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

2823

弟子屈町の子どもたちに明るい未来を

37

37

（
22
）�

医
療
施
設
の
診
療
科
目
な
ど

医
療
の
充
実

28

46

49

（
24
）�

福
祉
施
設
の
整
備
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

42

43

46

（
27
）�

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
た
め
の
保
健
医
療
の
充
実

36

46

48

（
28
）�

母
子
・
父
子
家
庭
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

45

（
21
）�

検（
健
）診
な
ど
健
康
づ
く
り

事
業
の
推
進

-2 -2-1 ０-3-2-3-2

-1+1００-1+1 ０-2-1-1-1-2+1
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47

48

50

52

41

42

52

56

51

54

（
39
）�

学
校
施
設
の
整
備

（
38
）�

消
防
救
急
・
防
災
防
犯
体
制
と

関
連
施
設
や
設
備
な
ど
の
整
備

（
37
）�

通
勤
・
通
学
・
買
い
物
・
病
院
へ

の
通
院
な
ど
の
移
動
の
利
便
性

（
36
）�

住
宅
周
辺
や
幹
線
道
路
の
除

雪
や
排
雪

（
35
）�

安
全
な
通
行
と
輸
送
な
ど
の

た
め
の
道
路
整
備

（
40
）�

教
育
教
材
や
保
護
者
の
負
担

軽
減
な
ど
の
教
育
環
境

51

51

０

49

50

47

50

45

46

42

43

41

43

44

44

０

（
46
）�

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し

め
る
施
設
や
機
能
の
整
備

（
45
）�
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
や
施

設
の
整
備

（
44
）�

芸
術
や
文
化
に
触
れ
ら
れ
る

機
会
の
整
備

（
43
）�

図
書
館
や
資
料
館
な
ど
の
施

設
や
機
能
の
充
実

（
42
）
生
涯
学
習
機
会
の
充
実

（
41
）�

幼
児
教
育
や
機
能
の
整
備

○�

こ
こ
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
こ
の

自
然
の
中
で
し
か
で
き
な
い
よ
う
な
遊

び
、
自
然
体
験
を
小
さ
い
う
ち
か
ら
た
く

さ
ん
さ
せ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。

○�

教
育
の
充
実
の
た
め
、
文
化
、
芸
術
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、
可
能
で
あ
れ
ば
大
学
や
研

究
機
関
を
誘
致
・
設
立
し
て
、
本
物
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
る
と
考
え
ま
す
。

設
問

点
差

教
育

-1

48474051

46464745444343

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

45

（
30
）�

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

43

46

（
31
）�
町
ぐ
る
み
で
育
児
支
援
が
で
き

る
行
政
と
町
民
の
共
同
推
進

48

50

36

35

（
33
）�

観
光
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い

街
並
み
景
観
の
整
備

（
32
）�

下
水
道
の
整
備

49

38

42

（
34
）�

公
園
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、

散
策
路
の
整
備

42

49

50

（
29
）�

保
育
所
な
ど
地
域
の
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

46

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

○�

出
産
で
き
る
施
設
が
遠
す
ぎ
て
こ
の
町
で
安

心
し
て
産
め
な
い
こ
と
が
残
念
で
す
。
子
育

て
応
援
に
つ
い
て
は
手
厚
く
支
援
し
て
も
ら

え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

○�

川
湯
地
区
は
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
市

街
地
の
街
並
み
・
景
観
の
整
備
も
進
め
て
ほ

し
い
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

47

子育て世帯に乳製品を無料配布

華の湯ホテル跡地の整備

-3-1 -1-2

-1-2-3 -3-2+1-4 -1-2-1-4
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（
47
）
人
材
育
成
の
推
進

41

42

42

44

43

44

44

45

45

48

（
52
）
姉
妹
都
市
交
流
や
他
市
町
村
・

国
際
交
流
機
会
な
ど
の
充
実

（
51
）
他
地
域
へ
誇
る
郷
土
愛
を
育

む
学
習
や
町
の
魅
力
を
高
め

る
活
動
参
加
機
会
の
充
実

（
50
）
町
民
同
士
や
団
体
同
士
の
連

携
や
協
力

（
49
）
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
リ
ー
ダ
ー

の
育
成

（
53
）
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
推
進

45

46

44

46

42

43

-1

52

54

-2

47

49

-2

46

45

44

44

（
59
）
施
策
の
考
え
方
の
公
表（
施
策

の
説
明
責
任
）

（
58
）
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
迅
速

化

（
57
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
な
ど
の
地
域
情
報
基
盤
の
整
備

（
56
）
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

聴
の
充
実

（
55
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

（
54
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
館
の

整
備

45

45

（
60
）
財
政
の
健
全
化

設
問

点
差

設
問

点
差

○
国
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
自
然

環
境
が
あ
る
の
で
、
人
材
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
で
き
れ
ば
よ
り
よ
い

町
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

○
町
民
全
体
で
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

構
想
を
し
っ
か
り
と
共
有
し
た
上

で
、
町
民
が
現
在
持
っ
て
い
る
具

体
的
な
﹁
困
り
ご
と
﹂
や
﹁
ニ
ー
ズ
﹂

を
ダ
イ
レ
ク
ト
か
つ
迅
速
に
政
策

に
繋
げ
て
い
く
オ
ー
プ
ン
な
仕
組

み
が
必
要
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

人
材

行
政

+1０

○
町
の
起
源
や
自
然
、
ま
た
は
古
い
街
並
み
な
ど

に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
す
る
機
会
が
あ
っ
た
ら

良
い
と
思
い
ま
す
。

○
基
幹
産
業
は
ま
だ
農
業
だ
と
思
う
の
で
、
そ

の
仕
事
に
就
く
人
を
増
や
せ
る
活
動
が
あ
っ

た
ら
良
い
と
思
う
。

町
民
の
声（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

他
そ
の

38424248

4450435044444340

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

策
定
時（
点
）

昨
年
度（
点
）

満
足
度（
点
）

43

44

（
48
）
弟
子
屈
町
の
こ
と
を
学
ぶ
機

会
の
充
実

さまざまな方法で町の情報を発信

「てしかがの魅力体験・町民モニターツアー」の実施

-2

-1-2０

-1-1-1-3 -1
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問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

第５次弟子屈町総合計画　行政評価結果

人
材
を
活
か
す

人
財
バ
ン
ク
の
利
用
促
進

雇
用
・
新
産
業
の
創
出

安
心
し
て
出
産
。
育
児

で
き
る
体
制
づ
く
り

観
光
の
振
興

的
確
で
効
率
的
な
行
政

運
営

障
が
い
者
（
児
）
福

祉
の
充
実

適
切
な
風
景
形
成
の
推

進

摩
周
湖
水
質
調
査
に
つ
い
て
、

国
へ
の
要
望
の
継
続

障
害
福
祉
事
業
所
の
運
営
状

況
の
把
握
と
支
援
の
検
討

役
場
の
申
請
・
手
続
な
ど
の

電
子
化
の
推
進

摩
周
湖
・
硫
黄
山
駐
車
場
の
契

約
内
容
や
維
持
管
理
の
改
善

出
産
・
就
業
環
境
を
セ
ッ
ト

と
し
た
事
業
の
推
進

川
湯
の
廃
ホ
テ
ル
解
体
後
の

跡
地
利
用
計
画
の
策
定

１
　�

屈
斜
路
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
度
に
屈
斜
路
湖
へ
の
動
力
船
乗
入
が
規
制
さ

れ
て
か
ら
と
、
規
制
さ
れ
る
前
を
比
較
し
、
収
支
や

利
用
人
数
が
少
な
け
れ
ば
存
在
意
義
が
な
い
の
で
、

名
称
を
変
更
し
て
で
も
利
用
方
法
を
見
直
す
な
ど
の

協
議
が
必
要
と
感
じ
る
。
　

　
町
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
、「
第
５
次
弟

子
屈
町
総
合
計
画
」
の
目
標
年
次
で
あ
る

10
年
後
の
令
和
３
年
度
に
ま
ち
の
将
来

像
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
毎
年
度
、
行

政
活
動
を
評
価
し
て
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　
評
価
は
全
部
で
３
階
層
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
１
次
評
価
が
職
員
の
評
価
、
２

次
評
価
が
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の

評
価
、
３
次
評
価
が
町
民
評
価
委
員
会

の
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
評
価
の
内
容
は
、
１
次
評
価
で
は
、

前
年
度
に
行
っ
た
事
務
事
業
と
そ
れ
を

束
ね
る
施
策
の
評
価
。
２
次
評
価
で
は
、

施
策
の
方
向
性
に
関
す
る
評
価
。
３
次

評
価
で
は
、
評
価
結
果
を
受
け
た
改
善

点
に
関
す
る
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
次
評
価
・
３
次
評
価
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

行政評価

結 果
２
次
評
価（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長

に
よ
る
評
価
）の
結
果（
主
な
も
の
）

３
次
評
価（
町
民
評
価
委
員
会
に
よ
る

評
価
）の
結
果
（
主
な
も
の
）

２
　�

日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
欄
に
基
づ
く
町
の

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
結
果
に
お
い
て
、
廃
棄
物

の
項
目
が
特
に
低
く
な
っ
て
い
る
。
産
業
廃
棄
物
や

観
光
事
業
者
の
排
出
量
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

排
出
量
の
公
開
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

３
　�

ワ
イ
ナ
リ
ー
事
業
、
チ
ー
ズ
事
業
、
と
も
に
町
が
実
施

し
て
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
事
業
内
容
を
何
も
知

ら
な
い
。
進
捗
状
況
な
ど
を
も
っ
と
発
信
す
る
べ
き
。

ま
た
、
生
産
者
や
加
工
者
と
の
交
流
、
繋
が
り
を
も
っ

て
ほ
し
い
。

４
　�

訪
日
外
国
人
の
活
動
支
援
を
徹
底
し
、
労
働
力
を
確
保

し
て
ほ
し
い
。
観
光
の
こ
と
を
勉
強
し
て
か
ら
来
る
の

で
、
も
っ
と
支
援
を
手
厚
く
し
て
即
戦
力
を
確
保
し
て

ほ
し
い
。

５
　�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
の
影
響

で
、
１
次
産
業
、
国
産
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ

た
と
感
じ
る
。
将
来
、
生
産
者
の
支
え
に
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
地
産
地
消
を
含
め
た
食
農
教
育
の
機
会
を

今
以
上
に
増
や
し
て
ほ
し
い
。

６
　�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
、
活
動
内
容
を
知
ら
な

い
町
民
が
多
く
居
る
と
感
じ
る
。
も
っ
と
町
民
に
認
知

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
広
報
紙
以
外
で
も
情
報
発
信
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。
活
動
実
績
な
ど
も
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
資
料
を
公
表
す
る
な
ど
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ

し
い
。

７
　�

い
ま
だ
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の

住
民
票
交
付
も
対
応
し

て
お
ら
ず
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
高
齢
者
も
活
用
し
や

す
く
な
る
よ
う
国
へ
の
要

望
や
、
未
取
得
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
を
続
け
て
ほ
し
い
。
　�

町民評価委員会の様子

施
策

改
善
点
と
今
後
検
討
す
る
こ
と

12広報てしかが 2022.12

　弟子屈小学校４年生の防災教室が10月26日㈬・27日㈭に実施されました。
 26日は役場庁舎見学と消防署予防救急課松原課長補佐による防災講話、模擬災害対
策本部実習を行いました。大地震が発生したという想定で、町長役の児童が被害や備
蓄食糧の状況報告を受けたり、災害対応策を的確に指示したり、防災を身近に学ぶ良
い機会になりました。
 27日には防災備蓄倉庫を見学し、食糧、水、段ボールベッドなどの防災用品の貯蔵状況を実際に確認しました。
児童の皆さんは、不断・普段の備えの大切さが理解できたようでした。

　町は、令和４年度弟子屈町総合防災訓練を11月２日、主に摩周
観光文化センターを会場に実施し、約200人の町民の方たちが参
加しました。
　「避難所訓練」は、町議会議員と防災会議委員の皆さんが津波
による沿岸部被災者役として参加し、役場職員は新型コロナウイルス感染症対策を徹底した受付や誘導の手順を
確認し、技能練度を向上することができました。防災関係機関・企業16団体による「防災展示」には、防災グッ
ズやパネルの展示などが行われ参加した町民の方の防災意識の向上を図っていました。

防災訓練に参加した皆さん

防災ワンポイントコーナー

弟子屈小学校の防災教室が実施されました

弟子屈町総合防災訓練を実施しました

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

防災訓練の様子

模擬災害対策本部実習の様子

マイナポイントの対象となるマイナンバーカードの申請期限は₁₂月末です。
この機会にぜひご利用ください。

⃝役場環境生活課窓口（１階）
⃝₁₂月４日㈰、₁₇日㈯　９時～正午
※休日窓口は、₁₂月をもって終了します。

⃝自宅や会館、職場など
⃝₁₂月１日～２月₂₈日(平日のみ、年末年始を除く)
　９時₃₀分～₁₇時
※ ２人以上での申し込みが必要です。QRコードまたは、

電話でお申し込みください。

休
日
窓
口

出張申請
予約QR

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２-２９１２（課直通）

出
張
申
請

マイナンバーカード申請・交付、マイナポイント申請支援

休日窓口・出張申請を実施します

13 広報てしかが ₂₀₂₂．₁₂



設
計
・
運
営
事
業
者
が
㈱
フ
ィ
ル
ド
の
グ
ル
ー
プ
に
決
定

　
６
月
か
ら
中
心
市
街
地
再
構
築
事
業
の
複
合
施
設
に
関
わ
る
設
計
・
運
営
事
業
者
の

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
の
選
定
を
進
め
て
き
た
結
果
、
10
月
25
日
に
行
政
・
地

域
住
民
・
地
場
企
業
・
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
一
体
と
な
っ
て
創
り
上
げ
る
姿
勢
が
高
く

評
価
さ
れ
た
㈱
フ
ィ
ル
ド
（
札
幌
市
）、
さ
く
ら
構
造
㈱
（
札
幌
市
）、
丸
善
雄
松
堂
㈱

札
幌
支
店
（
札
幌
市
）
の
グ
ル
ー
プ
を
優
先
交
渉
権
者
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
受
託
候
補
者
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
２
月
に

德
永
町
長
が
弟
子
屈
町
複
合
型
地
域
観
光
交
流

拠
点
施
設
整
備
運
営
事
業
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
選
考
委
員
会（
石
井
吉
春
委
員
長
）に
諮
問
を

し
て
い
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、10
月
14
日
に
開

催
さ
れ
た
第
３
回
選
考
委
員
会
お
よ
び
事
業
者

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
公
募
に
よ
る
３

つ
の
事
業
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
案
を
受
け
ま
し

た
。提
案
に
対
し
て
は
選
考
委
員
か
ら
質
疑
応

答
が
あ
り
、審
査
を
行
っ
た
結
果
、最
も
総
合
点

の
高
か
っ
た
㈱
フ
ィ
ル
ド
の
グ
ル
ー
プ
が
受
託

候
補
者
と
し
て
決
定
さ
れ
、
同
日
答
申
を
受
け

た
町
で
は
同
グ
ル
ー
プ
を
優
先
交
渉
権
者
と
し

て
決
定
し
通
知
・
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
代
表
企
業
で
あ
る「
㈱
フ
ィ
ル
ド
」は
主
な
事

業
と
し
て
商
業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
設

計
・
デ
ザ
イ
ン
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
運
営
、

行
政
と
連
携
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
や
地
域

活
性
化
に
係
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
も
実
施

し
て
い
て
、
地
元
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
株
式
会
社

を
立
ち
上
げ
て
公
共
施
設
の
指
定
管
理
を
含
む

計
画
・
運
営
な
ど
も
行
っ
て
い
る
事
業
者
で
す
。

　
当
事
業
者
は
本
事
業
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と

し
て
主
に
事
業
を
統
括
し
設
計
業
務
、
準
備
業

務
、
指
定
管
理
業
務
な
ど
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

構
造
設
計
で
数
多
く
の
実
績
を
持
つ
「
さ
く
ら

構
造
㈱
」
お
よ
び
大
学
図
書
館
な
ど
を
中
心
に

全
国
３
百
館
の
運
営
実
績
を
も
つ
「
丸
善
雄
松

堂
㈱
札
幌
支
店
」
に
当
町
と
包
括
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
㈱
テ
シ
カ
ガ

タ
ウ
ン
ラ
ボ
（
上
村
剛
志
代
表
取
締
役
社
長
）」

を
加
え
、
中
心
市
街
地
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
も
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
町
と
連
携
し
た

体
制
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

旧営林署跡地エリアの全体像

中
心
市
街
地

再構築事業の事業者が決定
―弟子屈町のシビックプライドを育むマチの「拠点」づくりへ―

※全ての画像施設整備、運営内容は提案時のものです。
　基本設計のベースとなりますが今後の検討の中で変更があります。
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シビックプライド……町民の誇り
公募型プロポーザル… 主に業務の委託先や建築物の設計者を選定する際に、複数の者に目的物に対する企画を提案してもらい、その中から優れた提案を行った者を

選定すること
イニシャルコスト……初期費用、導入費用
ランニングコスト……継続して運用していくために、払い続ける費用

プレゼンテーションで提案された主な内容（一部抜粋）

施
設
整
備
に
つ
い
て

　
施
設
整
備
で
は
豊
富
な
温
泉
資
源
を

入
浴
利
用
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

活
用
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
象
徴
的
な

施
設
と
し
て
ま
ち
が
持
つ
価
値
や
脱
炭

素
化
な
ど
未
来
の
環
境
を
学
ぶ
エ
リ
ア

に
し
て
い
き
ま
す
。

　
内
部
に
は「
知
」＋「
体
験
」を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
ま
な
び
の
場「
図
書
館
」＋

く
つ
ろ
ぎ
の
場「
ラ
ウ
ン
ジ
」を
一
体
的

に
融
合
さ
せ
た
、
本
と
と
も
に
あ
る
地

域
の
共
有
地「
ブ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ
」を
中

心
に
配
置
し
、
温
浴
施
設
や
プ
ー
ル
の

機
能
・
動
線
を
ゆ
る
や
か
に
つ
な
げ
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
出
会
い
・
体
験
を
誘

発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
重
な
り
が

大
き
な
相
乗
効
果
を
創
り
出
す
と
い
っ

た
、
複
合
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
活
か
し
た
場
を
作
り
ま
す
。

　
施
設
は
華
美
で
不
必
要
な
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
せ
ず
、「
質
実
剛
健
」を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
極
力
抑
え
た
メ
リ

ハ
リ
を
も
っ
た
計
画
と
し
ま
す
。ま
た
、

構
造
や
施
工
方
法
を
一
般
的
な
工
法
を

採
用
す
る
こ
と
で
、
高
耐
久
か
つ
長
期

的
な
目
線
か
ら
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
が

良
く
、
長
寿
命
化
に
寄
与
す
る
施
設
と

し
ま
す
。

　
建
物
周
辺
に
は
外
部
に
対
し
て
内
部

空
間
を
開
き
す
ぎ
ず
緩
や
か
に
つ
な
ぐ

「
こ
だ
ち
ウ
ォ
ー
ル
」を
設
け
て
中
間
領

域
に
よ
る
奥
行
き
を
与
え
、
内
部
空
間

へ
の
直
接
光
を
和
ら
げ
書
籍
の
劣
化
を

防
ぐ
な
ど
、
効
果
的
な
役
割
を
持
た
せ

ま
す
。

運
営
に
つ
い
て

　
運
営
で
は
本
×
地
域
×
ヒ
ト
で
多
様

な
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
を
生
み
出
す「
ま
ち

ラ
ボ
」を
つ
く
り
、ブ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ
や

シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

す
。

　
長
年
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
コ
ラ
ー
レ
広
場
の
機
能
は
、

新
施
設
で
も
商
店
街
に
開
け
た
広
場
と

し
て
整
備
し
、お
祭
り
や
マ
ル
シ
ェ
、子

ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
利
用

し
賑
わ
い
づ
く
り
を
し
ま
す
。

　
民
間
収
益
事
業
と
し
て
は
子
ど
も
と

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
や
ヨ
ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
な

ど
の
実
施
や
、
サ
ウ
ナ
体
験
の
専
門
家

を
招
き
サ
ウ
ナ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

　
ま
た
、
観
光
旅
行
者
に
地
場
産
品
を

紹
介
販
売
す
る
地
場
産
品
販
売
事
業
や

北
海
道
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
は
姉
妹
都

市
の
鹿
児
島
県
日
置
市
の
産
品
を
ラ
ボ

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
販
売
す
る

な
ど
、
町
民
の
方
の
ラ
ウ
ン
ジ
利
用
を

促
し
、
日
本
中
の
新
し
い
商
品
と
出
会

い
、
生
活
に
潤
い
が
出
る
よ
う
全
国
特

産
品
販
売
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
施
設
に
町
民
の
皆
さ
ん

が
積
極
的
に
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
関

わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

持
続
的
に
学
び
ア
イ
デ
ア
を
実
現
化
す

る「
テ
シ
カ
ガ
未
来
会
議（
仮
）」を
創
設

し
、
皆
さ
ん
と
共
に
施
設
の
あ
り
方
や

利
用
方
法
に
開
業
す
る
前
か
ら
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行

す
る
仕
組
み
を
提
案
し
ま
す
。

▶﹁
ブ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ
﹂の
イ
メ
ー
ジ

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
基
本

設
計
に
入
り
ま
す
。基
本
設
計
で
は
令
和

５
年
８
月
完
了
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

中
で
、
町
民
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
テ
ー
マ
を
設
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
す
る
な
ど
、
施
設
を
利
用
す
る
方
が

ど
の
よ
う
な
活
動
や
利
用
を
し
て
い
き
た

い
の
か
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の

後
、
令
和
６
年
３
月
ま
で
の
実
施
設
計
で

は
基
本
設
計
を
基
に
、
運
営
も
見
据
え
た

効
率
的
か
つ
使
い
や
す
い
空
間
を
目
指
し

た
建
築
設
計
や
設
備
計
画
を
ま
と
め
て
い

き
ま
す
。

　
そ
し
て
、令
和
６
〜
７
年
度
で
の
施
工
、

令
和
７
年
度
中
の
供
用
開
始
を
現
在
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
行
わ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
説

明
会
な
ど
の
開
催
に
つ
い
て
は
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

通
じ
て
随
時
募
集
・
公
開
し
て
い
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／

役
場
ま
ち
づ
く
り

政
策
課
地
域
振

興
室
☎
４
８
２
‐

２
９
１
３
（
課
直

通
）ま
で
。

▶
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

Q
R
コ
ー
ド
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▶命を大切にしよう

▶生活のリズムを守ろう

▶非行を起こさないようにしよう

▶事故には充分に注意しよう

▶ 新しい生活様式を意識しよう
（マスク、手洗い、密をさける）

・外出するときには、帰宅時間や行き先を保護者に必ず伝えましょう。
・�学校で禁止されている場所（ゲームセンターやカラオケボックスなど）
は、出入りしないようにしましょう（補導対象となります）。
・�軒下や雪山、河川や湖の立入禁止区域など、危険な場所には行かない
ようにしましょう。
・帰宅時間を守りましょう（小学校・中学校・高校で異なります）。
・小中学生のみでの外泊は禁止です。
・計画的に学習に取り組み、苦手な範囲を復習しましょう。
・�「弟子屈町メディアルール」を守り、ＳＮＳ等によるトラブルには充分
気をつけましょう。
・�新型コロナウイルス感染症対策として、「新しい生活様式」による規則
正しい生活を送りましょう。

弟子屈小学校☎482-2044 　川湯小学校　☎483-2041 　和琴小学校　☎484-2061 　美留和小学校☎482-1097
弟子屈中学校☎482-2071 　川湯中学校　☎483-2337 　弟子屈高校　☎482-2237

弟子屈町　弟子屈防犯協会　川湯防犯協会　弟子屈町少年補導委員会
弟子屈警察署☎482-2110　　川湯駐在所☎483-2151

＜�冬�休�み�期�間�＞
町内各小中学校→12月24日㈯～令和５年1月1₅日㈰
弟子屈高等学校→12月24日㈯～令和５年1月16日㈪

令和４年度
冬休みの
しおり 安全にすごすために

　間もなく子どもたちが楽しみにしている冬休みが始まります。いまだ感染症対策
をとりながらの生活が続いておりますが、冬休み期間は子どもが地域に出て過ごす

時間が多くなります。町民の皆さんにおかれましては、見守りの輪を広げ、時には声をかけていただけるとあ
りがたく存じます。地域の子どもたちに関心を持っていただき、ご協力いただけますようよろしくお願いしま
す。
　一方、インターネットなどを介したトラブルが大きな社会問題になっています。どこに住んでいても犯罪に
巻き込まれる危険性があります。各家庭におかれましては、スマホやゲーム機器等の使用にかかわる家庭での
ルールづくりやフィルタリングの設定、「弟子屈町メディアルール」の活用などを通して、子どもたちを守っ
ていただければと思います。

弟子屈町生徒指導連絡協議会・弟子屈町教育委員会

町民の皆さんへ

申込・問い合わせ先／町こども発達支援センター　☎４８２‐３０９３

釧路児童巡回児童相談が実施されます
▶日時／令和５年１月₂₆日㈭　₁₁時～₁₅時₁₅分
▶場所／町こども発達支援センター
　　　　（桜丘３丁目５番６号）
▶内容／発達相談および発達検査など

事前申し込みが必要ですので、希望する方は
12月26日㈪までにご連絡ください。
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「
や
る
気
の
根
っ
子
」

　
昔
か
ら
よ
く
使
わ
れ
る
「
生
徒
指
導
」
と

い
う
言
葉
に
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱

か
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
言
葉
の

持
っ
て
い
る
響
き
に
は
、
子
ど
も
の
「
非
行

対
策
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
多
く
を
占
め

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
と
も
す
れ
ば
学
校
に
お
け
る
生

徒
指
導
が
、
問
題
行
動
へ
の
消
極
的
な
対
応

に
と
ど
ま
る
場
合
も
あ
り
、
む
し
ろ
学
校
さ

ら
に
家
庭
・
地
域
と
し
て
、
よ
り
連
携
し
た

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
生
徒
指
導
の
機
能
と
し
て
、
子
ど

も
の
今
を
基
盤
と
し
て
、
よ
り
健
康
な
発
達

を
図
る
た
め
の
積
極
的
な
働
き
か
け
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｉ
Ｔ
時
代
の
中
に
お

い
て
、
子
ど
も
の
「
心
」
を
い
か
に
育
て
ら

れ
る
か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
特
に
大
事
に
し

て
い
き
た
い
の
は
、
子
ど
も
に
「
自
己
肯
定

感
」
や
「
自
己
有
用
感
」
と
い
っ
た
感
覚
を

育
ん
で
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
う
い
っ
た
感
覚
が
育
っ
て
い
る
子
ど
も

は
、
困
難
な
事
態
に
な
っ
て
も
踏
ん
張
っ

て
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
第
一
に
育
て
る
べ
き
も
の
は
、「
自
分
が

自
分
で
好
き
に
な
る
」
こ
と
。
す
な
わ
ち
自

己
肯
定
感
の
育
成
で
す
。
自
分
で
自
分
を
好

き
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
簡
単
な
よ
う
で
案

外
難
し
い
も
の
で
す
。
自
己
肯
定
感
と
は
自

分
一
人
で
つ
く
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
者

に
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
育
つ

も
の
で
す
。
自
己
肯
定
感
を
育
ん
で
い
く
た

め
に
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
子
ど
も
の
中
に
良

い
行
動
を
見
つ
け
、
そ
の
行
動
を
指
摘
し
認

め
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
で
い
い
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
大
人
や
ま
わ
り
か
ら
教
え
て
も
ら
え
た

子
ど
も
は
、
今
度
は
他
人
に
対
し
て
も
あ
り

の
ま
ま
の
他
人
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
第
二
に
子
ど
も
に
与
え
た
い
の
は
、「
自

分
は
世
の
中
に
さ
さ
や
か
だ
け
れ
ど
役
立
っ

て
い
る
」
と
い
う
貢
献
の
感
覚
で
す
。
自
分

も
そ
の
成
果
の
達
成
に
役
立
っ
て
い
る
と
い

う
実
感
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の

「
や
る
気
」
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

ま
わ
り
の
大
人
や
仲
間
か
ら
感
謝
さ
れ
る
体

験
を
通
し
て
、
子
ど
も
は
自
分
も
役
立
っ
て

い
る
、
自
分
も
貢
献
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
い
か
に
時
代
が
様
変
わ
り
し
て
も
、
自
分

を
肯
定
し
有
用
に
感
じ
る
心
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
、
こ
の
地
域
の
未
来
を
切
り
拓
く
人

の
力
の
源
に
な
る
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ

う
い
っ
た
子
ど
も
の
自
尊
心
を
育
ん
で
い
く

営
み
を
私
た
ち
大
人
が
協
力
し
て
進
め
て
い

け
た
ら
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
副
会
長
　
大
　
西
　
展
　
史

（
弟
子
屈
小
学
校
長
）

　
川
湯
小
学
校
の
児
童
会
で
は
、
事
務
局
の

三
名
が
、
よ
り
よ
い
学
校
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
全
校
児
童
が
仲
良

く
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
四
つ
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」
で
す
。

火
曜
日
と
木
曜
日
、
事
務
局
の
三
人
が
分
担

を
し
て
、
朝
の
各
教
室
を
ま
わ
り
、
み
ん
な

と
朝
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
、

「
今
日
も
○
○
を
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
励
ま
し
の
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
事
務
局
集
会
」
で
す
。「
あ

い
さ
つ
集
会
」「
仲
間
作
り
ゲ
ー
ム
集
会
」

な
ど
の
企
画
を
し
て
、
気
持
ち
の
よ
い
挨
拶

が
で
き
て
、
他
学
年
と
も
仲
良
く
な
れ
る
よ

う
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、「
フ
レ
ン
ド
ポ
ス
タ
ー
」
の

作
成
で
す
。
こ
れ
は
、
全
学
年
の
顔
写
真

と
、
簡
単
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
一
カ
所
に
掲

示
す
る
も
の
で
す
。
事
務
局
が
現
在
作
成
中

で
、
他
学
年
の
友
だ
ち
へ
の
理
解
を
深
め
た

り
、
学
年
間
の
交
流
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
四
つ
目
は
、「
キ
ラ
キ
ラ
」
で
す
。
こ
れ

は
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
っ
て
、
友
だ
ち
の
良
い

所
や
す
て
き
な
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
、
ク
ラ

ス
ル
ー
ム
に
投
稿
す
る
取
り
組
み
で
す
。
友

だ
ち
の
こ
と
を
プ
ラ
ス
思
考
で
見
る
こ
と
が

で
き
、
仲
良
し
の
輪
が
広
が
り
そ
う
で
す
。

　
児
童
会
役
員
の
任
期
は
十
二
月
ま
で
。
あ

と
少
し
の
間
で
す
が
、
よ
り
よ
い
学
校
作
り

に
向
け
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ先／弟子屈町生徒指導連絡協議会　事務局（弟子屈中学校）☎４８２‐２０７１

弟
子
屈
町
生
徒
指
導

　
　

 

連
絡
協
議
会
便
り

№19

令和４年
12 月１日

川
湯
小
学
校

　
　
　児童
会
事
務
局
の
活
動

弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
年
も
、
本
格
的
な
冬
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
の
理
念
で
あ
る
「
町
民
が
一

体
と
な
っ
て
、児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
に

関
わ
っ
て
い
く
」の
も
と
、今
後
も
関
係
各

団
体
か
ら
の
情
報
発
信
や
、
町
民
の
皆
さ

ん
へ
の
情
報
提
供
の
場
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、町
内
で
の
子
ど

も
た
ち
の
様
子
で
お
気
づ
き
の
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

　
事
務
局（
弟
子
屈
町
立
弟
子
屈
中
学
校
）

　
　
　
　
　
電
話
　
４
８
２
︱
２
０
７
１
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問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

COOL CHOICE（クールチョイス）とは…
　地球温暖化を防止するため、省エネ･低炭素型の｢製品｣｢サービ
ス｣｢行動｣など、『賢

・
い
・
選
・
択
・
』をしていこうという国民運動です。

小さなことからコツコツと!！
　環境に配慮した行動と選択の積み重ねが地球や家庭の｢エコ｣につながります。
　年末は、各家庭で掃除・片付けをする機会が多い季節です。家の中や物置などに、粗大ご
みは眠っていませんか？「この機に捨ててしまいたいけど、出し方がわからない…」と思っ
ている方、今月号では普段捨てる機会の少ない粗大ごみの捨て方を改めて紹介します！

　町では、タンス・ソ
ファ�ー・ベッド・自
転車などの指定ごみ
袋に入らない大型の
ごみを粗大ごみとし
て扱っています。
※詳しくは、『てしか
がの「ごみの分
け方・出し方辞
典」たつじん』
を参考にして
ください。

COOL
CHOICE
COOL
CHOICEエコの

すすめ

①自分で搬入
　ご自身で、弟子屈町廃棄物処理施設（美留和処理場）まで搬入する方法

　【手数料／10㎏あたり96円（税別）】
◦営業日　月～金曜日（祝祭日を含む）� ９～16時まで
　　　　　　土曜日・第２・４日曜日　　　　� ９～正午まで
　　　　　　※５～６月の日曜日は第１・第５日曜も開場しています。

②電話による引き取り依頼
　事前に役場環境生活課へ電話で予約し、引き取りを依頼する方法

　【手数料／10㎏あたり210円（税別）】
◦引き取り日／月曜日～金曜日（平日のみ）

粗大ごみの出し方

粗大ごみって？

 ②電話による引き

取り依頼をする際

の注意事項!!

テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、エアコン、衣類乾燥機の6品目は町で回収していません。
購入したお店か町内の電気店に処分を依頼してください。

・粗大ごみの内容（種類・数量・サイズなど）を必ず役場担当者へお伝えください。
・引き取りの際には粗大ごみを外に出してください。
・ご希望の日時に沿えない場合もあります。1週間程度余裕をもって予約してください。
・12月は特に大掃除をする家庭が多いため、美留和処理場が込み合う場合があります。

運転免許証を自主返納した方に乗車券などを交付
　交通事故のない安心して暮らせるまちづくりを推進するため、運転免許証を自主返納した高齢者の方などが、
マイカーに依存することなく移動できるよう、交通費などの一部を支援します。

▼交付対象者　
　　次のすべての項目に該当する方が対象です。
　　　盈本町に住民登録されている65歳以上の方、または障がい者手帳をお持ちの方
　　　盈町税などを滞納していない方
　　　盈弟子屈町暴力団排除条例に定める暴力団員などでない方
　　　　※運転免許証を自主返納した日から１年以内に申請が必要です。

▼交付されるもの
　　〇阿寒バス回数券　〇摩周ハイヤー乗車券　〇摩周湖スタンプ商品券
　　※この中から合計２万円分を交付します。

▼申請方法
　　役場環境生活課に次の必要書類を提出してください。
　　盈本人であることが確認できる書類（運転免許経歴証明書・健康保険証・介護保険証�など）
　　盈印鑑　盈申請による運転免許証の取消通知書
　　※�申請後、２週間程度でご本人に通知します。

弟子屈町運転免許証返納支援事業
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ご利用くださいご利用くださいご利用ください 空き家バンク・人財バンク 空き家バンク・人財バンク 空き家バンク・人財バンク

　　　　　　　　空き家バンク／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）
　　　　　　　人財バンク／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）
問い合わせ先／

▼団体名／ 摩周ジャガーズ野球

 　少年団 

▼分野／ 学術・文化・芸術・
スポーツ、子ども
の健全育成

▼ＰＲ／野球を通じ青少年
の健全育成を目指し、楽しく活動しています。
白球を追いかける子どもたちの成長を一緒に
感じてみませんか。いつでも、見学、体験入
団募集中です。少しでも興味のある方はお気
楽にご連絡ください。

人財バンク
個人登録番号５

空き家バンク
登録番号 68▼場所／弟子屈町川湯温泉６丁目

₇₁番地₃₄

▼建物／ 木造２階建て
５LDK

▼建築年／₁₉₉₇年
　　　　　︵平成９年︶

▼価格／₁，₆₀₀万円

　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹
介しています。
10月18日現在、「空き家バンク」で募集している空き家物件は４
件（売買４件）。今月は「登録番号68物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録５人、団体登録
９団体。今月は団体登録番号５「摩周ジャガーズ野球少年団」を
紹介します。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ホームページに掲載していま
す。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ
　�https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/kurashi_
tetsuzuki/sumai_seikatsu/1/1658.html

▼人財バンクホームページ
　�https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/soshikiichiran/
kyoikuiinkai_shakaikyoikuka/jinzaibank/996.html

空き家バンク 人財バンク
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冬
は
太
り
や
す
い
時
期
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
実
は
代
謝
の
面
だ
け
で
言
え
ば
「
痩
せ

や
す
い
時
期
」
と
な
り
ま
す
。
寒
さ
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
体
温

を
維
持
し
よ
う
と
す
る
か
ら
な
の
で
す
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
、
お
正
月
な
ど
飲
食

を
楽
し
む
機
会
が
多
い
こ
と
や
、
寒
さ
で
運

動
時
間
が
短
く
な
り
や
す
い
こ
と
、
家
に
い

る
時
間
が
長
く
な
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
い

わ
ゆ
る
「
冬
太
り
」
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
今
回
は
年
末
年
始
に
口
に
す
る
こ
と

が
多
い
「
お
餅
」
と
「
お
酒
」
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

《
お
餅
》

　
切
り
餅
（
50
ｇ
）
２
個
で
、
お
茶
碗
小
盛

り
（
１
２
０
ｇ
）～
普
通
盛
り
（
１
５
０
ｇ
）

の
ご
飯
と
同
じ
く
ら
い
の
カ
ロ
リ
ー
が
あ
り

ま
す
。
乾
燥
し
て
水
分
が
抜
け
て
い
る
分
、

ぎ
ゅ
っ
と
密
度
が
高
く
な
る
ん
で
す
ね
。
ご

飯
よ
り
も
消
化
が
ゆ
っ
く
り
進
む
こ
と
、
よ

く
噛
む
こ
と
で
満
腹
感
を
得
や
す
い
こ
と
か

ら
、
ご
飯
よ
り
腹
持
ち
が
良
い
で
す
。
糖
質

が
多
く
血
糖
値
が
上
が
り
や
す
い
た
め
、
野

菜
を
先
に
食
べ
る
、
お
肉
や
魚
介
な
ど
の
た

ん
ぱ
く
質
を
一
緒
に
食
べ
る
よ
う
に
す
る

と
、
血
糖
値
の
急
上
昇
を
抑
え
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
も
良
く
な
り
ま
す
。

　
お
餅
を
食
べ
る
時
に
気
を
付
け
た
い
の
が

「
喉
詰
ま
り
」
で
す
。
高
齢
の
方
や
お
子
さ

ん
は
特
に
注
意
が
必
要
に
な
る
た
め
、「
お

餅
を
小
さ
く
切
る
」「
食
べ
る
前
に
水
分
を

飲
む
」「
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
噛
む
」「
食
べ
る

時
は
姿
勢
よ
く
」
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

《
お
酒
》

　
厚
生
労
働
省
は
「
健
康
日
本
21
」
の
中

で
、「
日
本
人
の
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
」
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し
て
1
日
あ
た
り
の
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル

量
を
20
ｇ
と
し
て
い
ま
す
。
女
性
や
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歳
以
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の
方
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お
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弱
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は
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ル
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遅
く
な
る
こ
と
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ら
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性
の
２

分
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１
～
３
分
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２
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が
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当
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て

い
ま
す
。
の
ん
び
り
で
き
る
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ず
の
年
末
年

始
に
体
調
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崩
し
て
し
ま
っ
た
⋮
⋮
な
ん
て

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
食
事
も
お
酒
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ほ
ど

ほ
ど
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

《
健
診
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？
》

11
月
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・
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日
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福
祉
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ン
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ー
で
が
ん

検
診
が
行
わ
れ
、
年
度
最
後
の
集
団
健
診
が

終
了
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
特
定
健
診

や
が
ん
検
診
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け
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て
い
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方
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特
定
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望
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康
こ
ど
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課
健
康
推
進
係
ま
で
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談
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75
歳
未
満
の
方
が
役
場
の
助
成
で
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診
を
受
け
た
場
合
は
摩
周
湖
カ
ー
ド
の
ポ
イ

ン
ト
が
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き
ま
す
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で
、
個
別
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診
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て
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ま
だ
ポ
イ
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４
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３
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だ
ご
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れ
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。
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生
活

今月の保健師

池 田 碧 妃 さん 

種類 量 純アルコール
換算（g）

ビール

コップ１杯（180㎖ ） ７

中ジョッキ（320㎖ ） 13

350㎖ 14

中瓶・500㎖ 20

日本酒（15%）
１合（180㎖ ） 22

お猪口（30㎖ ） ４

焼酎（20%） １合 29

焼酎（25%） １合 36

チューハイ
（７%）

350㎖ 20

500㎖ 28

チューハイ
（９%）

350㎖ 25

500㎖ 36

ワイン（12%）
ワイングラス（120㎖ ） 12

ハーフボトル（375㎖ ） 36

ウィスキー
（40%）

シングル水割り
（原酒で30㎖ ） 10

ダブル水割り
（原酒で60㎖ ） 20

梅酒（13%） １合 19

含まれるアルコール量はお酒の種類によって異なる
ため、載っていない物は成分表示やメーカーのホーム
ページをご参照ください。

■アルコール量の目安 （厚生労働省e-ヘルスネットより）

岡
おか

田
だ

梨
り

紗
さ

子
こ

ちゃん
若
わか

松
まつ

知
とも

紀
き

くん
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問い合わせ先／役場福祉課地域包括支援係　☎４８２‐２９２１（直通）

　町では、高齢者の方が住み慣れた地域で、自分らしい生活を送ることが
できるまちづくりの一層の推進に向けて「弟子屈町高齢者保健福祉計画・
第９期介護保険事業計画」を策定するにあたり、今後の高齢者保健福祉施
策を推進していくための基礎資料とする調査を郵送で行います。調査票が
お手元に届いた皆さんはご協力をお願いします。率直なご回答とご意見を
お聞かせください。

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査に
ご協力をお願いします

後期高齢者医療制度のお知らせ
～  医療費通知について  ～

問い合わせ先／北海道後期高齢者医療広域連合☎０１１‐２９０‐５６０１
　　　　　　　役場健康こども課保険年金係☎４８２‐２９３５（課直通） 

●医療費通知を全受診者へ送付しています
　広域連合では被保険者の皆さんの医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を年２回、対象期間に
医療機関などを受診した全ての被保険者の皆さんへ送付します。
　これは、医療機関の窓口でお支払いいただいた自己負担分を除いた医療費は、後期高齢者医療制度から支払
われていることを具体的に理解していただくとともに、健康管理の重要性を意識していただくことで、医療費
の適正化、ひいては被保険者の皆さんの負担軽減を図ることを目的としています。

◆医療費通知の活用例
　医療費の推移が把握でき、ご自身の健康
状況の把握や健康管理に活用できます。健
康診査など、皆さんの健康増進に役立つ情
報をお知らせします。診療日数などに間違
いがないか確認しましょう。

◆医療費控除の申告について
　このお知らせは、医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することができます。医療費控除の申
告に関することは、税務署にお問い合わせください。

◆注意事項
　医療機関などの請求遅れや請求内容を審査中のものなど一部の受診記録が記載されていない場合がありま
す。自己負担額は、医療費助成などを受けている場合など、記載されている金額と実際にご自身が負担された金
額が異なる場合があります。
　このお知らせは、皆さんの受診状況についてお知らせするものであり、請求書ではありません。また、特に手
続きなど行っていただく必要はありません。

◆発送月・対象診療月
発送月 診療月

令和５年1月（上旬） 令和４年1月～9月
令和５年2月（下旬） 令和４年10月～12月

受診月日 診療を受けた医療機関等 診療区分 自己負担額
食事療法・生活療養費

医療費の総額日数
回数 費用額 標準負担額

令和４年1月 ○○薬局 医科外来 18,0001

令和４年2月 ××薬局 調剤 10,0001

令和４年3月 △△薬局 医科入院 202,000 5,4005

合計 230,000

1，800

1,000

20，200 15

23,000

11,490

11,490 5,400

【イメージ図】
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問い合わせ先／役場臨時交付金対策グループ（福祉課内）☎４８２‐２９２１

物価高騰対策支援給付金の「確認書」返送期限は

令和５年１月６日㈮必着です
　町が9月から実施している、町民の皆さん1人あたり1万円の「物価高騰対策支援給付金」は、受付
終了まで残り1カ月あまりとなりました。
　受給を希望し申請がお済みでない方は、お早めに「確認書」を返送し申請をしてください。

お忘れではありませんか？

自宅や職場などに弟子屈町や北海道・国(の職員)などをかたる不審な電話や郵便があった場合は、役
場や（下記問い合わせ先）警察署か警察相談専用電話(＃9110)にご連絡ください。

対象となる方　�令和４年８月１日時点で弟子屈町に住民登録があった方
　　　　　　　　（既に転出された方、死亡された方を除く）
　　　　　　　　※�対象となる方には、９月上旬に住民基本台帳上の世帯主宛

に「確認書」を送付しています。

受 給 方 法　①�お手元に届いている「確認書」を確認し、必要事項を記入の
上、役場へ返送してください。
②�返送された確認書を受理した日から約３週間後に、世帯ごとに代表者（原則、世帯主）の金
融機関口座へ振り込まれます。

　　　　　　　　▶「確認書」返送期限／令和５年１月６日㈮必着

弟子屈町物価高騰対策支援事業給付金などの
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！

弟子屈町子育て世帯への物価高騰対策支援金

⃝支給対象者／①�令和４年４月１日時点で当町に住民登録されている方に養育されてい
る１８歳未満のお子さん、大学や専門学校に通学している学生の方

　　　　　　　②令和５年３月３１日までに出生されたお子さん
※令和４年度中に出生されたお子さんは令和５年３月３１日まで申請を受け付けます。
⃝支 給 額／対象児童１人当たり　１万円
⃝申 請 方 法／詳細は町公式ホームページを確認または役場窓口までご連絡ください。

問い合わせ先／役場健康こども課こども支援係　☎４８２‐２９３５（課直通）

手続きをお忘れではありませんか？

１２月２８日で受付が終了します!
※上記の弟子屈町物価高騰対策支援事業給付金（全町民対象の給付金）とは別の給付金です。

子育て世帯
支援金QR
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ESHIKAGA

だ
よ
り

移動図書館（図書館バス）

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６
FAX４８２‐１６１７

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

　定番のスープ、５分
でできる簡単スープ、
おもてなしにぴったり
のごちそうスープ、体
が整うスープ…。即席
からおもてなしまで、
和・洋・中、毎日の食
卓に添えたいスープ・
汁もののレシピを紹
介。

「
家
の
中
の
神
様
と
仲
良
く
す
る
方
法
」

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
　
Ｄ
ｏ
／
著

「
ズ
ル
い
言
い
換
え
事
典
」

齊
藤
　
勇
／
監
修

「
コ
ロ
ナ
と
女
性
の
貧
困
」

樋
田
　
敦
子
／
著

「
ト
イ
レ
四
方
山
ば
な
し
」

北
　
俊
夫
／
著

「「
耳
も
み
」セ
ル
フ
ケ
ア
」

宮
沢
　
あ
や
／
著

「
は
じ
め
て
の
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
」

���������������

立
澤
　
あ
さ
み
／
著

「
赤
ず
き
ん
、ピ
ノ
キ
オ
拾
っ
て
死
体
と
出
会
う
。」

青
柳
　
碧
人
／
著

「
老
人
ホ
テ
ル
」

原
田
　
ひ
香
／
著

「
５
分
後
に
奇
跡
の
ラ
ス
ト
」エ

ブ
リ
ス
タ
／
編

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
と
し
も
の
」

え
が
し
ら
　
み
ち
こ
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！ お

す
す
め
の
新
刊

吉澤　まゆ／著

☆「
お
は
な
し
会
と
お
絵
か
き
教

室
」を
開
催
し
ま
す

　
今
回
の
読
書
活
動
講
演
会
は
、
釧
路
市

在
住
の
絵
本
作
家
で
あ
る
木
島
誠
悟
氏
に

よ
る
お
は
な
し
会
と
お
絵
か
き
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
₁₂
月
₁₇
日
㈯
　
₁₀
時
₃₀
分
〜
正
午

▼
場
所
／
町
公
民
館
２
階
講
堂

▼
定
員
／
₂₀
人

▼
申
込
方
法
／
図
書
館
窓
口
・
電
話
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

▼
申
込
期
限
／
₁₂
月
₁₄
日
㈬

☆「
古
本
市
」も
開
催
し
ま
す

　
同
日
に
古
本
市
（
絵
本
の
会
お
は
な
し

は
ら
っ
ぱ
主
催
）
を
開
催
し
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
₁₂
月
₁₇
日
㈯
　
９
時
₃₀
分
〜
₁₃
時

▼
場
所
／
町
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

▽
今
月
の
休
館
日
／
５
日
㈪
・
₁₂
日
㈪
・

₁₉
日
㈪
・
₂₆
日
㈪
・
₂₈
日
㈬
〜
₃₁
日
㈯

　
新
年
は
１
月
４
日
㈬
か
ら
開
館
し
ま
す
。

吉澤　まゆ／著吉澤　まゆ／著

「一生使えるスープと
汁もの大全」

Ａコース　運行日／₁₂月１日㈭･₁₅日㈭
　　　　　　　　　１月₁₂日㈭･₂₆日㈭

Ｂコース　運行日／₁₂月８日㈭･₂₂日㈭
　　　　　　　　　１月₁₉日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９：₀₀～₁₀：₀₀
弟子屈小学校 ₁₀：₁₀～₁₀：₄₀
和琴小学校 ₁₂：₄₀～₁₃：₀₀
屈斜路コタン ₁₃：₁₀～₁₃：₂₅
川湯支所 ₁₃：₅₅～₁₄：₁₅
川湯の森病院 ₁₄：₂₀～₁₄：₅₀
川湯温泉駅前 ₁₅：₀₀～₁₅：₂₀
川湯中学校 ₁₅：₃₀～₁₅：₅₀

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９：₀₀～₁₀：₀₀
美留和小学校 ₁₀：₂₀～₁₀：₅₀
川湯保育園 ₁₁：₁₀～₁₁：₃₀
川湯支所 ₁₁：₄₀～₁₂：₀₀
川湯小学校 ₁₃：₀₀～₁₃：₃₀
美羅尾ヶ丘会館 ₁₄：₃₀～₁₅：₀₀
老人ホーム倖和園 ₁₅：₁₅～₁₆：₀₀

おはなしはらっぱ ☆ぬいぐるみおとまり会を開催しました☆ボランティア
活動

☆３日／ 「あいうえ　おにぎり」「きょうのご
はん」「もったいないばあさんのい
ただきます」

☆₁₀日／ 「やきいもやゴンラ」「はしれ！おべ
んとう」「れいぞうこのおくのおく」

☆₁₇日／ お休みします。
☆₂₄日／ 「たべたのだあれ」「ひゃくえんだま」
　　　　「十二支のお雑煮」

テーマ『たべものの本』

時間／13時～　　場所／町図書館
※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により変更になる場合があります。

　
ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会
が
₁₀
月
₂₂
日
、

町
図
書
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。今
年
は
子
ど

も
と
保
護
者
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は「
絵
本
の
会
お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
」

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
の
後
、
図
書
館
に
泊
ま

っ
た
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
が
館
内
を
探
検
し
な

が
ら
絵
本
を
選
び
ま
し
た
。翌
日
、ぬ
い
ぐ
る

み
を
迎
え
に
来
た
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
が
貸

し
出
さ
れ
、
ぬ
い
ぐ

る
み
た
ち
が
探
検

し
て
い
る
写
真
も

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。子
ど
も
た

ち
は
た
い
へ
ん
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

₁₂
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

〇
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　
２
日
㈮
・
₁₆
日
㈮

2₅ 広報てしかが ₂₀₂₂．₁₂



　
町
公
民
館
で
は
、公
民
館
講
座「
ポ
ン
ポ

ン
山
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
散
策
」
を
開
催
し
ま

す
。

　
地
熱
が
高
く
今
の
季
節
で
も
「
マ
ダ
ラ

ス
ズ
」
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
冬
の
ポ
ン

ポ
ン
山
を
一
緒
に
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

▼�

日
時
／
１
月
14
日
㈯
　
公
民
館
前
出
発

８
時
30
分
～
公
民
館
前
着
12
時
30
分

▼
講
師
／
川
湯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
職
員

▼�

対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
15
人（
小
学

校
５
年
生
以
上
※
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）

▼
参
加
料
／
無
料

▼�

服
装
／
防
寒
着
、
長
靴
ま
た
は
ス
ノ
ー

ブ
ー
ツ
、帽
子
、手
袋
、ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、

ス
ト
ッ
ク
（
お
持
ち
で
無
い
方
は
貸
出

し
ま
す
）

▼
持
ち
物
／
水
分
、携
帯
食

▼
申
込
締
切
日
／
１
月
５
日
㈭

※�

悪
天
候
な
ど
で
中
止
の
場
合
は
当
日
の

朝
に
電
話
で
連
絡
を
し
ま
す
。

※�

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
参
加
を
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

❑��

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民

館
☎
４
８
２
–２
３
４
０
ま
で
。

　
町
公
民
館
で
は
、

町
役
場
観
光
商
工

課
と
の
連
携
事
業

「
て
し
か
が
の
魅

力
体
験
・
町
民
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
」
を
10

月
22
日
に
開
催
し
、

町
民
の
方
18
人
が

参
加
し
ま
し
た
。午

前
中
は
硫
黄
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を

実
施
し
認
定
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
案
内
の

も
と
、秋
の
硫
黄
山
を
満
喫
し
ま
し
た
。午

後
は
公
民
館
へ
移
動
し
、
地
場
産
の
美
味

し
い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
は
さ
み
、
弟
子
屈

町
観
光
振
興
計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
ミ
ニ
講
座
を
聞
く
な
ど
充
実
し
た
１

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
公
民
館
で
は
11
月
12
日
、
町
公
民
館

研
修
室
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。釧
路
市
在
住
で
一
般
社

団
法
人
日
本
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
協
会
認
定
講

師
の
加
賀
麻
紀
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
町

民
の
皆
さ
ん
10
人
が
参
加
。ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
オ
イ
ル
に
好
き
な
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や

ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
入
れ
、
素
敵

な
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。参
加
し
た
皆
さ
ん
は
作
る
楽
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
出
来
上
が
っ
た
作
品

を
飾
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。　町

公
民
館
で
は
11
月
16
日
、
川
湯
ふ
る

さ
と
館
で
「
い
ち
ご
の
フ
ラ
ン
ベ
ク
レ
ー

ム
ア
ン
ジ
ュ
添
え
」
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
を

行
い
ま
し
た
。町
内
在
住
の
ガ
ラ
ス
工
房

＆
ス
イ
ー
ツ
C
a
f
é
グ
ラ
ン
・
ジ
ュ
テ

細
川
善
弘
さ

ん
を
講
師
に

お
迎
え
し
、

ク
リ
ー
ム

チ
ー
ズ
を

ホ
イ
ッ
プ
し

て
作
る
フ
ワ

フ
ワ
し
た
食

感
の
ム
ー
ス

に
い
ち
ご
の

ソ
ー
ス
を
添

え
る
ス
イ
ー
ツ
を
作
り
、
最
後
は
参
加
し

た
皆
さ
ん
で
美
味
し
く
試
食
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
永
年
勤
続
社
会
教
育
委
員
表
彰

を
山
内
功
丞
さ
ん
が
受
賞
し
、10
月
11
日
、

岩
原
教
育
長
よ
り
表
彰
盾
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
表
彰
は
社
会
教
育
委
員
と
し

て
10
年
以
上
在
任
し
た
方
を
対
象
と
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
山
内
さ
ん
は
現
在
、
弟
子
屈
町
社
会
教

育
委
員
の
会
副
委
員
長
を
務
め
て
い
て
、

「
今
後
も
委
員
活
動
を
通
し
て
弟
子
屈
の

魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
お

話
し
し
て
い
ま
し
た
。

生涯学習だより
▶発行／町教育委員会社会教育課☎482-2948（課直通）

公
民
館
講
座「
ポ
ン
ポ
ン
山

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
散
策
」

秋
の
硫
黄
山
満
喫
！

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

飾
る
が
楽
し
み
！

キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

美
味
し
く
楽
し
い
！

「
い
ち
ご
の
フ
ラ
ン
ベ
ク
レ
ー

ム
ア
ン
ジ
ュ
添
え
」
ス
イ
ー
ツ

づ
く
り

　川湯学級は、１１月１１日、川湯農村セ
ンターでうたごえ学習を行いました。
町内在住の更科俊一郎さんの指導のも
と、懐かしい童謡や歌謡曲をピアノ伴
奏に合わせて１８曲を楽しく歌いまし
た。
　弟子屈学級は2１日、公民館で「手芸
を楽しもうお飾りづくり」を行いまし
た。町内在住の藤田栄子さんに指導い
ただき、可愛らしい羽子板の羽のお飾
を作りました。

生きがい講座で
学んでいます！

美味しいスイーツができました表彰盾を手に

ミニ講座を受講

ツアーの様子

世界に１つだけの素敵な作品が

26広報てしかが 2022.12
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町
ス
ポ
ー
ツ

協
会
、
町
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
本
部
が

主
催
す
る
陸
上

教
室
を
11
月
12

日
、
弟
子
屈
中

学
校
体
育
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
北
翔
大
学
陸
上
部
監
督
の
北
風
沙
織

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
52
人
が
参
加
。

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
色
々
な
ス

ポ
ー
ツ
に
対
応
で
き
る
身
体
づ
く
り

や
、
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
な
ど
走
り
方

の
基
本
か
ら
早
く
走
る
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
町
教
育
委

員
会
、
弟
子

屈
町
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
主

催
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
を
11
月

12
日
㈯
弟
子

屈
中
学
校
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

36
人
が
参
加
し
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
指
導
の
も
と
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員

会
、
弟
子
屈
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
協
議
会
主

催
の
地
域
巡
回

ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
町
内
２
会
場

で
開
催
し
ま
し

た
。
61
人
が
参

加
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
３
世
代
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
世
代
間
の
交
流
を
図

り
、
普
段
親
し
む
こ
と
の
少
な
い
ミ
ニ

テ
ニ
ス
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
毎
年
、
町
で
夏
合
宿
を
行
っ
て
い
る

東
京
国
際
大
学

駅
伝
部
と
立
教

大
学
駅
伝
部
が

箱
根
駅
伝
に
出

場
し
ま
す
。
立

教
大
学
駅
伝
部

は
予
選
会
か
ら

出
場
し
、
見
事

６
位
と
な
り
、

55
年
ぶ
り
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
釧
路
管
内
ス
ポ
ー
ツ
協
会
連
絡
協
議

会
主
催
の
令
和
４
年
度
釧
路
管
内
ス

ポ
ー
ツ
協
会
連
絡
協
議
会
役
職
員
等
研

修
会
が
、
10
月
30
日
に
町
公
民
館
で
開

催
さ
れ
、
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
東
京
五
輪
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
北
海

道
出
身
の
山
本
優
さ
ん
の
講
演
や
、
町

内
在
住
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ト
レ
ー
ナ
ー

の
小
林
智
教
氏
に
よ
る
健
康
体
操
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
町
営
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
12

月
25
日
㈰
か
ら
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
気
象
状
況
に
よ
り
オ
ー
プ
ン
日
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
前
に
あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
営
業
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
冬
休
み
期
間
／
９
時
～
17
時

▼
通
常
／
９
時
～
20
時
30
分

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
係
☎

４
８
２
︲
２
９
４
８
（
課
直
通
）
ま

で
。

▼
主
催
／
町
教
育
委
員
会

▼
日
時
／
1
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

10
時
～
11
時
50
分

▼
場
所
／
町
営
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場

▼
対
象
者
／
年
長
か
ら
小
学
校
6
年
生

▼
講
師
／
守
屋
結
香
さ
ん
・
大
宮
博
史

さ
ん
ほ
か

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／
12
月
27
日
㈫

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

陸
上
教
室
を
開
催

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

ス
ケ
ー
ト
場
情
報

ス
ケ
ー
ト
教
室
開
催
し
ま
す

管
内
ス
ポ
ー
ツ
協
会

研
修
会
開
催

各
地
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

開
催

東
京
国
際
大
学
駅
伝
部
・

立
教
大
学
駅
伝
部

箱
根
駅
伝
出
場
決
定

世代間交流を楽しみました

昨年の教室の様子

効果的なトレーニング方法を学ぶ交流会の様子

毎年町で合宿を実施

山本さんによる講演
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地 域 安 全 ニュース
令和４年12月発行　第303号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

弟子屈警察署ホームページ　https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/00ps/teshikaga-syo/

交番だより　令和４年₁₂月号

弟子屈警察署
所在地交番
☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

詐欺電話がきたら＃9110
北海道警察相談電話「＃9110」にすぐに相談してください！

■飲酒運転は、悪質な犯罪!!
■ 飲酒運転は、運転者以外も処罰
の対象!!
■ 「ハンドルキーパー運動」で飲
酒運転を防止!!

※�講習は、警察署で免許更新の手
続きを済ませた後に受講してくだ
さい。

自動車運転免許
更新時講習

講 習 時 間

実施日
場 所

12月21日㈬

町公民館

優良講習～　11：30
一般講習～　13：00
違反講習～　９：00
初回講習～　14：15

鹿と車の交通事故多発!

飲酒運転の根絶
⃝ 特に夕方から夜間に多く発生
しています。

⃝ 鹿は群れで行動している事が
多いので「１頭だけ」と思わ
ず２頭目、３頭目も警戒して
ください。

⃝ の警戒標識がある場所
や道路脇に林があり、

路面にブレーキ痕がある場所
は注意しましょう。

スリップ事故に注意
早めのブレーキと合図
車間距離は広めに確保
運転操作はゆっくりと
スピードダウン
冬用タイヤに交換していても冬道運転の感覚が戻るまで油断
大敵です。
安全運転に努めてください。
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認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
︵
鈴
木
幸

榮
園
長
︶の
第
４
回
園
児
発
表
会
が
、11

月
12
日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
発
表
会
は
、一

部
と
二
部
の
間
に
換
気
と
消
毒
を
行
う

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
行
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。園
児

た
ち
は
、
歌
や
器
楽
、
劇
な
ど
、
こ
の
日

の
た
め
に
練
習
し
て
き
た
成
果
を
、
舞

台
の
上
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
発
表
し
て

い
ま
し
た
。

　
発
表
の
合
間
に
行
わ
れ
た
ぞ
う
組
の

園
児
に
よ
る﹁
将
来
の
夢
﹂で
は
、
大
き

な
声
で
将
来
の
夢
を
発
表
。パ
テ
ィ
シ

エ
や
野
球
選
手
、
お
花
屋
さ
ん
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
な
ど
、
夢
が
発
表
さ
れ
る
た

び
に
、
保
護
者
席
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
園
の
鈴
木
園
長
は
、﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

り
、
開
催
す
る
た
め
に
た
く
さ
ん

ご
協
力
を
頂
い
た
。園
児
た
ち
の

笑
顔
や
元
気
な
姿
を
皆
さ
ん
に
見

て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
﹂
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

元気いっぱいに発表
認定こども園ましゅう第４回園児発表会

　
本
町
産
の
ブ
ド
ウ
を

１
０
０
㌫
使
っ
た
ワ
イ
ン
﹁
葡

萄
色
の
旦
︵
え
び
い
ろ
の
よ
あ

け
︶﹂
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
収
穫

が
10
月
12
日
か
ら
1₉
日
ま
で
、

町
民
農
園
や
屈
斜
路
・
川
湯
の

圃
場
な
ど
町
内
で
一
斉
に
行

わ
れ
ま
し
た
。13
日
に
は
町
長

や
望
月
摩
周
湖
農
協
専
務
ら

が
参
加
し
、
和
琴
小
学
校
︵
渥

美
清
孝
校
長
︶
の
児
童
７
人
も

収
穫
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
２
０
０
９
年
か
ら

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
﹁
山や
ま
さ
ち幸
﹂
を

栽
培
し
て
お
り
、
現
在
町
内
の
主
力
圃
場

で
は
約
１
千
４
百
本
の
苗
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
約
２
千
４
百
㌔
を
収
穫
し
ま
し

た
。夏
の
天
候
不
順
の
影
響
で
実
の
付
き

は
や
や
悪
か
っ
た
も
の
の
、糖
度
は
十
分
。

今
年
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
は
、
ワ
イ
ン
醸
造

以
外
に
も
ビ
ー
ル
な
ど
の
２
次
加
工
品
に

も
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
和
琴
小
学
校
の
児
童
ら
は
、
は
さ
み
を

使
い
１
房
ず

つ
丁
寧
に
収

穫
し
ま
し
た
。

体
験
を
終
え

る
と
、﹁
と
て

も
楽
し
か
っ

た
。ま
た
や
り

た
い
﹂と
笑
顔

を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

来年のワインに期待高まる
令和４年度ブドウ収穫

もも組による「しょうじょうじのたぬきばやし」

１房ずつ丁寧に収穫

収穫に精を出す

立派な実がたくさんなりました

うさぎ組による「はらぺこあおむし」

ぞう組による「よっちょれ」
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カメ
ラスケッチ

行く行く行く行く行く行く行く行く行く行く!!!!!!行く!!
このページは皆さんからの情報で
作られています。どのような
情報でもすぐにかけつけ
ます。お気軽にご連絡

ください。
ま
ち
づ
くり政策課政策調整係 ☎４８２

-２９
１３

（
課
直
通
）

広報マンが

10月11日10月11日

　町では木育の取り組みの
一環として、10月３日～７
日に木育週間を開催しまし
た。
　木育は北海道生まれの取
り組みで、子どものころか

ら木を身近に使っていくことを通じて、人と木や森との関
わりを主体的に考えられる豊かな心をはぐくむ活動。森林
に囲まれ共生してきた本町にとって大切な取り組みです。
　期間中は町林業多目的センターに木のおもちゃや木工に
関する本などが用意され、一般開放されました。木馬や木の
シーソー、積み木などに、訪れた親子連れや園児たちは歓声
を上げていました。

木に触れて木に学ぶ

2022木育週間を開催
一
番
人
気
の
木
の
プ
ー
ル

10月３日～７日

　JR北海道が運行する「くしろ
湿原ノロッコ号」が10月８日、川
湯温泉駅に入線しました。
　くしろ湿原ノロッコ号は、釧
路駅から塘路駅まで運行してい

ますが、この日は６月に引き続き川湯温泉駅まで延長運行さ
れ、200人以上の方が車窓から雄大な景色を楽しみました。
　川湯温泉駅では、町民の方やJA摩周湖のキャラクター牛
山豚彦が出迎え、ノロッコ号を見ようと多くの観光客の方
も訪れました。駅の構内では地場産のお菓子の販売や町産
ブドウを100％使用したワイン「葡萄色の旦（えびいろのよ
あけ）」の試飲、近くの観光名所へ行けるようレンタルサイ
クルなども行われ、たくさんの人たちでにぎわいました。

10月８日

地場産のお菓子やワインでお出迎え

くしろ湿原ノロッコ号が川湯温泉駅に入線
に
ぎ
わ
う
駅
の
構
内

　弟子屈町地域公共交通活性
化協議会（会長・德永町長）主
催による「こども向けバスに
乗ろう会」が10月８日に開催
され、町内の小学生約20人が

参加しました。子どもたちにJRやバスに親しんでもらうこ
とを目的に、同協議会の委員である阿寒バス(株)とJR北海道
の協力のもと実施されました。会では町公民館前でバスの
乗り方について説明を受けた後、実際にバスに乗り川湯温
泉駅まで移動し、同日に川湯温泉駅まで延長運行されてい
たくしろ湿原ノロッコ号に乗って摩周駅まで帰って来まし
た。バスの中ではバス内のマナーについてのクイズも行わ
れ、子どもたちは楽しく公共交通について学んでいました。

10月８日

乗
り
方
に
つ
い
て
の
説
明

　えこまち推進協議会食
文化部会（木名瀬佐奈枝
部長）の皆さんが町産ジ
ャガイモの特徴をまとめ
たパネルを作成し、道の
駅「摩周温泉」直売所への

引き渡しが10月11日行われました。パネルは町産ジャガイ
モの活用を目的とし作成され、品種それぞれの肉質や保存
性などが記載されています。町産ジャガイモを取り扱う道
の駅とJA摩周湖に掲示されました。当日は木名瀬部長から
小洞店長にパネルが手渡され、木名瀬部長は「今年は新しい
ことに挑戦した。美味しいジャガイモをもっと美味しく食
べてもらいたい」と話していました。

地元食材をもっと美味しく

食文化部会がジャガイモのパネルを作成
小
洞
店
長︵
右
︶と

木
名
瀬
部
長︵
左
︶

弟子屈警察署（井元
秀樹署長）では、全国地
域安全運動が始まった
10月11日、青色防犯パ
トロール隊の出発式が
行われました。

　この運動は20日まで行われ、「特殊詐欺被害の防止」「子ど
もと女性の犯罪被害防止」を重点とし、同隊はパトロールの
実施で地域の方の防犯意識を高めることを目的としていま
す。式には井元署長をはじめとした署員と、弟子屈、標茶両
町の自主防犯パトロール隊、役場などから約20人が参加。
　井元署長らに見送られ、青色回転灯を点灯した同隊の車
はパトロールへ向かいました。

地域の安全を守る

青色防犯パトロール隊出発式

青
色
回
転
灯
を
点
灯
し
て
出
発

公共交通機関を身近に

こども向けバスに乗ろう会を開催
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　弟子屈消防署（池田
保士署長）では、10月
15日～31日までの全道
秋の火災予防運動期間
中、町内の弟子屈・川
湯・美留和郵便局の協

力を得て、火災予防の啓発活動を行いました。町内全域に集
配業務を実施している郵便局の集配車12台に「火災予防運
動実施中」「住宅用火災警報器設置しましょう！」と書かれ
た火災予防啓発用のマグネットシートを張り付け、「走る広
告塔」として、多くの町民の方に火の用心のPRをしました。
　藤原弟子屈郵便局長は「これからも消防署と連携して、火
災予防に協力したい」と話していました。

マグネットシートで火災予防啓発

弟子屈消防署と郵便局が連携し火災予防啓発

集
配
車
で
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

　町と根釧西部森林管
理署が共催する「秋の
名木ツアー」が10月16
日に行われました。
　町内外から19人が参
加し、中央１丁目のモ
ミジなど名木11本をバ

スで巡り鑑賞したほか、川湯ビジターセンター周辺での紅
葉や落ち葉の観察など「おとなの遠足」を楽しみました。
　北海道認定木育マイスターで、てしかが自然学校代表の
萩原寛暢さんによるガイドに、参加者の皆さんは熱心に聞
き入り、来年も参加したいとの声が多く寄せられるなど大
好評を博しました。

美しい紅葉や名木を巡る

秋の名木ツアーを開催

10月16日

萩
原
さ
ん
の
説
明
に
聞
き
入
る
皆
さ
ん

　町総合計画町民評価
委員会（上村剛志委員
長）から10月13日、令和
４年度町民評価委員会
意見書が德永町長に手
渡されました。

　町民評価委員会は、第５次弟子屈町総合計画の実施状況
などを点検し、町長に対して意見や提言を行います。今回
は、令和３年度に行われた町の事務事業を点検し、情報発信
の増加、特産品開発の推進、高齢者対策など20項目について
提言しました。意見書を受け取った德永町長は「たいへん貴
重な意見をいただいた。これから大きな事業も始まるため、
内容を活かしていきたい」と話していました。

まちづくり計画の確実な推進を

町総合計画町民評価委員会から意見書提出

10月13日

意
見
書
を
手
渡
す
上
村
委
員
長

　令和４年度弟子屈町消
防団秋季演習が10月23日、
川湯消防庁舎前と川湯観
光ホテルで行われました。
　同演習は消防団員の技
術向上と地域住民の防火

意識高揚のため毎年行われているものです。令和３年３月に
弟子屈・川湯消防団が統合し、同年は新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため中止となったことから、今年が弟子屈町消
防団としての初めての開催。消防職員や消防団員、関係者など
約70人と消防車両が参加。観閲式や分列行進、総合訓練などを
行い、日ごろの訓練の成果を披露しました。参加者は演習を通
して、防火意識を新たにしていました。

日頃の訓練の成果を披露

弟子屈町消防団の秋季演習開催

は
し
ご
車
を
使
用
し
た
訓
練

10月23日

　釧路総合振興局による
森林教室が、10月26日、
美留和小学校（佐藤義行
校長）で行われました。
　児童たちに美留和地域
ならではの自然を学んで

もらうことを目的に開催され、釧路総合振興局森林室普及
課の職員３人が講師として来校。人工林と天然林の違いに
ついて学んだ後、実際に美留和地区にある森林の中へ入り
ました。児童たちは人工林と天然林での木の種類、大きさ、
地面の状態の違いなどに注目をしながら森林探索をしまし
た。学校に戻ると、それぞれ見つけた特徴を一人ひとり発表
し合い、森林に対する知識を深めていました。

森林について理解を深める

森林教室を開催│美留和小学校

木
の
違
い
を
発
見

10月26日

10月15日～30日

　弟子屈高校（加藤誠校長）
で10月19日、秋の交通安全
教室が開催されました。
　この教室は毎年、愛国自
動車学校（釧路市）から講師
が招かれ、近い将来に運転
者となる高校３年生を対象
に、交通事故防止について
さまざまな体験が行われて

います。クイズ形式での交通安全ルールの確認、動体視力体
験、特殊な眼鏡を装着して飲酒状態の疑似体験などを通し、
生徒たちは歩行者としてだけでなく、運転者としての交通
安全の大切さを学びました。

将来の運転者としての心構えを学ぶ

弟子屈高校で交通安全教室を開催

10月19日

飲
酒
状
態
で
の
歩
行
を
疑
似
体
験
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保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

釧
路
保
健
所
で
は
、月
１
回
精
神
科

医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
相
談
は
予
約
制
で
す
。相
談
日
前

日
の
午
前
中
ま
で
に
受
付
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
相
談
日
／
令
和
４
年
12
月
16
日
㈮

14
時
～
17
時

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所

❑
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保
健

所
健
康
支
援
係
☎
０
１
５
４
�

５
８
２
５（
代
表
）ま
で
。

職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
受
講
生
募
集

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
釧
路
で
は
、
２

月
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

登
録
を
し
て
い
る
方

▼
定
員
／
電
気
シ
ス
テ
ム
科
・
20
人

▼
申
込
受
付
締
切
／
令
和
５
年
１
月

６
日
㈮

▼
見
学
会
／
12
月
16
日
㈮
・
12
月
22

日
㈭

▼
選
考
日
／
１
月
12
日
㈭

▼
訓
練
期
間
／
令
和
５
年
２
月
２
日

㈭
～
７
月
27
日
㈭

▼
費
用
／
２
万
円
程
度（
テ
キ
ス
ト

代
）

❑
申
込
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路
☎

０
１
５
４
�
１
２
０
１
ま
た
は
最

寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
釧
路
☎
０
１
５
４
�
５
９
３

　
８
ま
で
。

借
金
・
金
融
一
般
相
談

会
を
開
催

　
北
海
道
財
務
局
の
専
門
相
談
員
が

借
金
に
関
す
る
悩
み
を
聴
き
、解
決
方

法
を
提
案
し
ま
す
。預
金
・
融
資
、保
険

な
ど
、金
融
商
品
全
般
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

▼
主
催
／
北
海
道
財
務
局
・
釧
路
財

務
事
務
所

▼
日
時
／
12
月
８
日
㈭
　
９
時
～
正

午（
予
約
不
要
）

▼
場
所
／
釧
路
地
方
合
同
庁
舎
９
階

会
議
室（
釧
路
市
幸
町
10
丁
目
３
）

　
相
談
会
に
来
ら
れ
な
く
て
も
常

時
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
／
☎

０
１
１
︲８
０
７
︲５
１
４
４

▼
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
／
☎
０
１
１

︲８
０
７
︲５
１
４
５

▼
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
相
談
窓

口
／
☎
０
１
１
︲
７
２
９
︲

０
１
７
７

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
財
務
局

相
談
員
直
通（
祝
日
を
除
く
月
～
金

の
９
時
～
17
時
）
☎
０
１
１
︲

infomation

生活情報をみなさんにお知らせ!

インフォメーション

12月　アリーナ一般開放日

文化センターガイド

◎＝全面 ○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は1₈：00～21：00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

　一般開放利用を希望する方は、当セン
ターにあらかじめお問い合わせください。

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 1₅ 16
区
分
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

○ ◎ 休 ○ ◎ 休

日 17 18 19 20 21 22 23 24 2₅ 26 27 28 29 30 31
区
分
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
○ ◎ 休 ○ ◎ 休 休 休

今月の主な行事予定

11日㈰ 忘年ソフトテニス大会

16日㈮ 弟子屈高校体育祭
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８
０
７
︲
５
１
４
４（
５
１
４
５
）ま

で
。春

休
み
海
外
研
修
交
流

事
業
参
加
者
募
集

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、
春
の
海
外
研
修
交
流
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。初
め
て

海
外
へ
行
く
方
も
安
心
し
て
参
加
で

き
る
よ
う
、
事
前
説
明
会（
対
面
式
・

オ
ン
ラ
イ
ン
）
や
事
前
研
修
会
も
実

施
し
、準
備
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
研
修
国（
コ
ー
ス
）
／
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
、サ
イ

パ
ン
、
ハ
ワ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ネ

パ
ー
ル

当
協
議
会
所
属
の
司
法
書
士
が
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

テ
キ
ス
ト
相
談
を
受
け
付
け
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。相
談
の
概
要
を
テ
キ

ス
ト
で
送
信
い
た
だ
き
、相
談
員
が
悩

み
を
聞
き
取
り
、そ
れ
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
返
信
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、
通

信
費
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
実
施
期
間
／
12
月
29
日
㈭
～
令
和

５
年
１
月
３
日
㈫
※
期
間
中
は
随

時
受
付

▼
相
談
方
法
／
期
間
中
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
プ
リ
か
ら
「
＠771zceam

」
を

検
索
し
て
友
達
追
加

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
全
国
青
年
司
法

書
士
協
議
会
☎
０
３-

３
３
５
９-

３
５
１
３
ま
で
。

▼
説
明
会
／
12
月
予
定
※
実
施
日
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
／
令
和
５
年
３
月
26
日
㈰
～

４
月
６
日
㈭
の
内
の
７
日
～
12
日

間
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
対
象
／
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

　
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
／（
公

財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
︲
６
８
２
５
︲
３
１
３
０
ま

で
。年

末
年
始
労
働
・
困
り

ご
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

（広告）

相続、不動産・会社登記等
どうぞお気軽にご相談ください。

事務所／標茶町開運2-35 ☎485-2107  FAX485-2108

司法書士

宮越・佐藤合同事務所
司法書士：宮越　召一・佐藤　裕一・嵐　洋之

infomation

川湯屋内温水プールからのお知らせ
☎４８３‐２０７２

12月

● 小・中・高校生／無料
● 一般／550円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

利用料

※ 新型コロナウイルス感染症の状況に応じて各教室を変更ま
たは中止する場合がありますのでご了承ください。
※開館時間•10時～17時（水・木・土・日曜日）正午～13時まで

換気および消毒のため閉館
　　　　　•10時～20時（金曜日）正午～13時まで換気および

消毒のため閉館

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

◇日時／⑧、㉒日 10時30分～11時15分

※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

日時／①、⑮日 10時30分～11時15分

※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

◇日時／７、14、21日 10時30分～11時15分

小学生水泳教室（町内在住の新規小学生対象）

◇日時／10、17日 10時30分～11時30分

小学生水泳教室（町内在住の小学生対象）

◇日時／10、17日 10時30分～11時30分

親子水泳教室

◇日時／11、18日 10時30分～11時15分

フリー教室（町内在住の方）

◇日時／ １～４日、７～11日、14～18日､
　　　　21・22日 13時30分～15時

●  今月の休館日
（５､６､12､13､19､20､
   26、31日）

● 10時～17時
（水・木・金・土・日）

開館時間休館日
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㈱堀新聞販売所
弟子屈町朝日1丁目５-２　☎（015）482-2283

衛誰でもできる簡単なお仕事!
衛わかりやすい地図があるので安心!
衛短時間で効率よく働ける!
衛健康を気にしている方にもオススメ!
衛 お仕事の掛け持ち・ご家庭をお持ちの方、定年退職
した方など、少し稼ぎたい方にピッタリ!

配達スタッフ急募!
朝刊配達スタッフ

☆未経験者大歓迎!!
☆年齢不問!掛け持ちOK!

お気軽にお電話ください！【お問い合わせはこちら】

◆内　　容／毎日決まった区域の配達です。
◆勤務時間／午前４時から、１時間程度
◆給　　与／ １ヶ月あたり31‚500円以上（１ヶ月

26日で換算）
※詳細は面接時等で説明いたします!

労災保険
加入

infomation

（広告）（広告）

雇
用
創
造
協
議
会
の
講

習
会
参
加
者
募
集

　
釧
路
北
部
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

で
は
、弟
子
屈
町
・
標
茶
町
・
鶴
居
村

内
の
事
業
者
・
求
職
者
や
、移
住
を
含

め
た
転
職
希
望
者
を
対
象
に
無
料
で

講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
に
開
催
す
る
講
習
会
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
食
関
連
産
業
振
興
講
習
会

▼
日
時
／
12
月
８
日
㈭
～
９
日
㈮
　

13
時
～
16
時

▼
場
所
／
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
実
践
講
習

会「
Ｐ
Ｃ
編
」

▼
日
時
／
12
月
10
日
㈯
　
９
時
30
分

～
16
時
30
分

▼
場
所
／
町
公
民
館
１
階
研
修
室

③
地
域
人
材
活
用
支
援
講
習
会
（
第

２
部
）

▼
日
時
／
12
月
16
日
㈮
　
13
時
～
16
時

▼
場
所
／
町
公
民
館
２
階
講
堂

　
詳
し
く
は
釧
路

北
部
地
域
雇
用
創

造
協
議
会
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

❑
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
／https://stt-

job.com

❑
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
北

部
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
事
務
局

☎
４
８
２
︲
２
９
４
０
ま
で
。

川
湯
Ｖ
Ｃ
内
に
シ
ョ
ッ

プ
が
オ
ー
プ
ン

　（
一
社
）
摩
周
湖
観
光
協
会
で
は
、

川
湯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
中
に
北

海
道
の
針
葉
樹
と
森
を
テ
ー
マ
に
し

た
小
さ
な
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。道
内
の
針
葉

樹
の
香
り
を
比

べ
た
り
、
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
を
袋
詰

め
し
て
み
た
り

な
ど
、
北
海
道
の

森
の
恵
み
を
五

感
を
働
か
せ
て

楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

▼
取
扱
商
品
／
針
葉
樹
の
精
油
や
蒸

留
水（
弟
子
屈
町
、
下
川
町
、
ニ
セ

コ
町
、
浜
中
町
、
芽
室
町
、
陸
別

町
）、ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
ウ
ッ
ド
チ

ッ
プ
や
鉛
筆
、
エ
ゾ
マ
ツ
の
小
皿

や
積
み
木
、
北
海
道
の
森
に
関
し

て
の
本
　
な
ど

▼
場
所
／
川
湯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（
川
湯
温
泉
２
丁
目
２
︲
６
）

▼
開
館
時
間
／
９
時
～
16
時
（
４
月

～
10
月
は
８
時
～
17
時
）

▼
休
館
日
／
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）、
年
末
年
始（
12
月

29
日
～
１
月
３
日
）

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
川
湯
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
☎
４
８
３
︲
４
１
０
０

ま
で
。

ウェブサイト

◆業 務 内 容／入居者の日常生活の介助や介護業務

◆勤 務 地／川湯温泉（♨）

◆勤 務 時 間／ ７：00～20：30（実働7.5時間）
　　　　　　　公休月９日

◆待 　 　 遇／ 各種保険・資格手当・各種手当あり

◆給 　 　 与／ 月145‚000～（介護職）

◎早・遅手当1‚000円（7.5時間に限る）

◎処遇改善手当20‚000円

◎ 特定処遇改善手当有り

　（パート）時給920円

福利厚生で川湯の温泉に入れます。

急募!!介護職員
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入居者を募集します宅営町 住
　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応
じて決定します。
▶受付期間／12月１日㈭～８日㈭
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／令和５年１月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額（収入で住宅料が変動します）、ただし単身者用は２倍の額
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

注１　募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承ください。

公募対象住宅一覧表
住 宅 の 場 所　・　構　造 建設年度 規　模 月額住宅料 月額共益費 戸 数

泉１丁目10番（３階建・３階） Ｈ８ ３ＬＤＫ 24,500～36,500円 1₈0円 １

高栄４丁目６番（４階建・３階） Ｓ₅2
※ʜ27ﾘﾌｫｰﾑ済 ３ＤＫ 14,400～21,500円 110円 １

川湯温泉４丁目1₆番（２階建・２階） Ｈ13 ２ＬＤＫ 22,900～34,000円 1，0₅0円 １
川湯温泉４丁目16番（３階建・３階） Ｈ14 ２ＬＤＫ 23,100～34,400円 ₉₉0円 １
川湯温泉４丁目３番（４階建・３階） Ｈ３ ３ＤＫ 20,900～31,200円 ₅₄0円 １
川湯温泉４丁目３番（４階建・４階） Ｈ３ ３ＤＫ 21,100～31,400円 ₅₄0円 １
川湯温泉４丁目３番（３階建・３階）※単身者用 Ｈ７ １ＬＤＫ 30,000円 ₉30円 １

infomation

（広告） （広告）
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ストーブ火災を予防する４つのポイント
①外出・就寝前は必ず火を消す
→就寝中は火災の発見が遅れやすいため、とても危険です。

②燃えやすいものは近くに置かない
→近くの物は整理整頓し、ストーブから１ｍ以上離しましょう。

③ストーブの上で洗濯物を干さない
→洗濯物が落下し、火災の原因になります。

④使用しない時は電源プラグをコンセントから抜く
→電源プラグやコードが傷んでいると、出火の原因となります。
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歳末特別警戒を実施します!
　町民の防火に対する意識を高め、火災
の発生を未然に防ぐことを目的として、
12月25日～30日の間、町内の歳末特別警
戒として車両巡回広報や放送などを実施
します。

火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署
火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署

E‐mail teshikaga.fire.119@bird.ocn.ne.jp
kawayufd@smile.ocn.ne.jp

火　災 ５件
救　急 394件
（川湯支署含む）

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６

11月７日までの災害状況

歳末特別警戒日程
期　間／12月25日㈰～
　　　　12月30日㈮
時　間／20時～22時
区　域／町内全域

冬期間の火の取り扱いに注意しましょう
寒い冬の時期に欠かせない暖房器具、中でも電気ストーブは給油の必要もなく手軽に部屋を暖められるため、使用している
方も多いのではないでしょうか。電気ストーブは火を使わないから安全だと思っていませんか？しかし、使い方を間違える
と火災の原因となります。暖房器具火災は少しの注意で防げるものがほとんどです。必ず取扱説明書を読むとともに、次の
ポイントに注意し、火災を防ぎましょう！
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

 ひなたぼっこ開放
「年齢制限なし」
（子育て支援セン
ター・9:30～11:30
／14:00～16:30）
 人権相談（公民館・
13:00～15:00）

 ひなたぼっこ開放
「年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）
 親子遊び「パパと
一緒に遊んDay」
（子育て支援セン
ター・10:00～11：
30）【要事前申し
込み】

 ひなたぼっこ開放
「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 健康相談（役場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 ひなたぼっこ開放
「午前１～３歳・午
後年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 ９・10カ月児相談
（福祉センター・
10:00～）

 こども園・保育園
開 放「 遊 んDay」
（子ども園ましゅう
／川湯 保育園・
10:00～）
 ひなたぼっこ移動
開放（川湯ふるさと
館・９:30～11:30）
 ひなたぼっこ開放
（子育て支援セン
タ ー・14:00 ～
16:30）

【どちらも年齢制限なし】

 母親講座「クリス
マス製作」（10:00
～11:30）【要事前
申し込み】
 ひなたぼっこ開放
「年齢制限なし」（子
育て支援センター・
14:00～16:30）

 ひなたぼっこ開放
「年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

 ひなたぼっこ開放
「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 健康相談（役場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 「ママのリフレッ
シュ・デー」（９:30
～11:30）【要事前
申し込み】
 ひなたぼっこ開放
「年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・14:00 ～
16:30）

 こども園・保育園
開 放「 遊 んDay」
（子ども園ましゅう
／川湯 保育園・
10:00～）
 ひなたぼっこ移動
開放（川湯ふるさと
館・９:30～11:30）
 ひなたぼっこ開放
（子育て支援セン
タ ー・14:00 ～
16:30）

【どちらも年齢制限なし】

 親子遊び「クリス
マス会」（子育て
支 援 センター・
10:30～11:30）【要
事前申し込み】
 ひなたぼっこ開放
「年齢制限なし」（子
育て支援センター・
14:00～16:30）
 行政相談（公民館・
13:00～15:00）

 ひなたぼっこ開放
「年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 おはなし会とお絵
かき教室（公民館・
10:30 ～正午）【要
事前申し込み】
 キッチン「みちく
さ」（ 福 祉 セ ン
ター・10:00 ～）

 ひなたぼっこ開放
「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 健康相談（役場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 ひなたぼっこ開放
「午前１～３歳・午
後年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 乳児・３歳児・年
中児健診（福祉セ
ンター・９:00～）
 フッ素塗布（福祉
センター・９:30～
９：50）
 夜間納付窓口開設
（役場／・20:00ま
で）

 ひなたぼっこ開放
「年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 ひなたぼっこ開放
「年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

 ひなたぼっこ開放
「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」
（子育て支援セン
ター・９:30～11:30
／14:00～16:30）
 健康相談（役場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）
 町・道民税４期、
国民健康保険税
７期、後期高齢者
医療保険料７期、
介護保険料４期
納期限

 ひなたぼっこ開放
「午前１～３歳・午
後年齢制限なし」
（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 ひなたぼっこ開放
「年齢制限なし・
午後開放なし」（子
育 て 支 援 セ ン
タ ー・ ９:30 ～
11:30）

【役場仕事納め】

日 月 火 水 木 金 土

Monthly ScheduleMonthly ScheduleMonthly ScheduleMonthly Schedule今月のこよみ
主な予定を掲載しています

■問い合わせ先／ 健康こども課☎482-2935 環境生活課☎482-2934 税務課☎482-2914 川湯保育園☎483-2537 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

日中、仕事などで役場に来られない方々のた
めに、次の日程で『夜間納付窓口』を開設します。

ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／₁₂月₂₁日㈬
▶開設時間／₂₀時まで
▶開設場所／役場庁舎・税務課

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。
納め忘れのないようにしましょう。

▶町・道民税４期　　 　 　 ₁₂月₂₆日㈪
▶国民健康保険税７期    　　 ₁₂月₂₆日㈪
▶後期高齢者医療保険料７期 ₁₂月₂₆日㈪
▶介護保険料４期　　　　　 ₁₂月₂₆日㈪
❑ 問い合わせ先／役場税務課 ☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

₁₂月の町税などの納期限 夜間納付窓口の開設
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